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ま
つ
ば
ら 

と
し
な
お

今
回
の
主
な
補
正
内
容

◆
令
和
７
年
度 

阿
武
町一般
会
計

補
正
予
算（
第
３
回
）

　
一
般
会
計
に
６
１
６
８
万
７
千
円
を

追
加
し
、総
額
を
46
億
８
６
４
８
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

● 

総
務
費：
985
万
３
千
円 

増
額

　

庁
舎
１
階
の
ロ
ビ
ー
系
統
の
空
調
に

お
け
る
室
外
機
の
故
障
に
伴
う
改
修
工

事
費
の
新
規
計
上
、ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

の
自
動
ド
ア
の
故
障
に
伴
う
改
修
工
事

費
の
新
規
計
上
、ふ
る
さ
と
寄
付
金
の
実

績
見
込
み
に
よ
る
積
立
金
の
増
額
及
び
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
見
込
み
に
よ
る

委
託
料
の
増
額
の
ほ
か
、令
和
８
年
度
〜

12
年
度
に
係
る
過
疎
計
画
の
印
刷
費
の

新
規
計
上
、来
年
の
1
月
か
ら
自
治
体
情

報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
よ
る
納
付
書

等
の
新
様
式
に
伴
う
印
刷
製
本
費
の
増

額
及
び
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
記
載

事
項
を
印
字
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の

購
入
費
の
新
規
計
上
等
に
よ
る
も
の
で

す
。

● 

民
生
費：１
７
３
４
万
８
千
円 

増
額

　

診
療
所
等
複
合
施
設
整
備
事
業
に
伴

う
高
圧
線
の
引
込
移
設
工
事
費
の
新
規

計
上
及
び
、進
入
路
私
道
分
の
追
加
購

入
に
伴
う
土
地
購
入
費
の
増
額
を
は
じ

め
、障
害
児
入
所
給
付
費
等
負
担
金
及

び
、子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
係
る

国
、県
へ
の
補
助
金
の
前
年
度
実
績
に

よ
る
返
還
金
の
増
額
、令
和
７
年
度
税

制
改
正
に
伴
う
市
町
村
国
民
年
金
シ
ス

テ
ム
等
の
改
修
に
係
る
委
託
料
の
新
規

計
上
の
ほ
か
、み
ど
り
保
育
園
の
会
計

年
度
任
用
職
員
に
係
る
人
件
費
、水
栓

取
替
及
び
福
賀
分
園
の
フ
ェ
ン
ス
設
置

工
事
及
び
、阿
武
児
童
ク
ラ
ブ
の
ロ
ッ

カ
ー
、冷
蔵
庫
購
入
等
に
よ
る
増
額
で

す
。

● 

衛
生
費：１
４
０
９
万
円 

増
額

　

排
水
管
整
備
事
業
に
対
す
る
財
源
と

し
て
、次
年
度
以
降
に
国
の
補
償
金
に

よ
り
返
済
予
定
の
簡
易
水
道
事
業
会
計

長
期
貸
付
金
の
新
規
計
上
及
び
、福
賀

診
療
所
の
内
視
鏡
の
修
繕
料
に
対
す
る

国
保
事
業（
直
診
勘
定
）特
別
会
計
操
出

金
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

● 

農
林
水
産
業
費：
186
万
６
千
円 

増
額

　

業
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
に
伴
う
ソ

フ
ト
購
入
経
費
の
新
規
計
上
、農
事
組

合
法
人
の「
あ
ぶ
の
郷
」及
び「
福
の
里
」

が
利
用
す
る「
市
ヶ
原
揚
水
機
場
」の
機

器
の
劣
化
に
伴
う
修
繕
経
費
に
対
す
る

補
助
金
の
増
額
及
び
、奈
古
谷
橋
修
繕

工
事
の
仮
設
費
の
追
加
に
伴
う
増
額
に

よ
る
も
の
で
す
。

● 

商
工
費：
３
万
５
千
円 

増
額

　

A
B
U
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

KIYO
G
AH
AM
A BESE

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

リ
ー
ス
に
よ
り
更
新
す
る
た
め
の
増
額

で
す
。

● 

土
木
費：
52
万
３
千
円 

増
額

　

業
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
に
伴
う
ソ

フ
ト
購
入
経
費
の
新
規
計
上
で
す
。

● 

教
育
費：
30
万
９
千
円 

増
額

　

教
育
委
員
会
が
管
理
す
る
公
用
車
の

後
部
ド
ア
等
の
修
繕
料
及
び
、ミ
ニ
耕

運
機
購
入
に
伴
う
不
足
分
を
増
額
す
る

も
の
で
す
。

● 

災
害
復
旧
費：
1
3
2
0
万
９
千
円 増

額

　

本
年
８
月
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た

宇
久
地
区
の
農
地
災
害
及
び
町
道
下
郷

議
案
審
議

◆
専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
６
月
２
日
を
基
準
日
と
し

た
定
額
減
税
補
足
給
付
金（
不
足
額
給

付
金
）の
実
施
当
た
り
、一
般
会
計
補
正

予
算
の
専
決
処
分
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
を
報
告
し
承
認
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　

こ
れ
は
、令
和
６
年
に
実
施
さ
れ
た

１
人
あ
た
り
定
額
減
税
４
万
円（
所
得

税
３
万
円
、住
民
税
１
万
円
）の
際
に
、

減
税
し
き
れ
な
か
っ
た
と
見
込
ま
れ
る

人
に
追
加
で
給
付
さ
れ
る
も
の
で
、支

給
対
象
者
は
、令
和
６
年
分
所
得
税
及

び
定
額
減
税
の
実
績
額
等
が
確
定
し
た

後
に
、本
来
給
付
す
べ
き
所
要
額
と
当

初
調
整
給
付
額
と
の
間
で
差
額
が
生
じ

た
方
な
ど
2
8
5
人
を
見
込
む
も
の
で

す
。

◆
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に

関
す
る
条
例

　

令
和
６
年
６
月
26
日
に
地
方
自
治
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、

公
金
の
収
納
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、関
係
条
例
の
条

ず
れ
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、「
町
長
等
の

損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、「
阿
武

町
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」及
び
、

「
阿
武
町
集
落
排
水
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」を

一
括
上
程
す
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
職
員
の
勤
務
時
間
、休
日
及

び
休
暇
に
関
す
る
条
例
及
び
阿
武
町

町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の一部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び

人
事
院
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事

院
規
則
の
公
布
に
よ
り
、制
度
の
見
直

し
が
さ
れ
た
た
め
、関
係
す
る
条
例
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、妊
娠
、出
産
等
に
つ
い

て
の
申
し
出
を
し
た
職
員
及
び
３
歳
に

満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
職
員
に
対
し

て
、子
の
年
齢
に
応
じ
た
柔
軟
な
働
き

方
を
実
現
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る

も
の
で
、職
員
に
対
す
る
個
別
の
周
知
、

意
向
確
認
及
び
配
慮
を
す
る
と
共
に
、

部
分
休
業
制
度
を
拡
充
し
、現
行
の
１

日
に
つ
き
２
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内

の
形
態
を
第
1
号
部
分
休
業
に
改
め
、

新
た
に
第
２
号
部
分
休
業
と
し
て
、１

年
に
つ
き
10
日
相
当
を
超
え
な
い
範
囲

内
の
形
態
を
設
け
る
こ
と
で
、職
員
は

い
ず
れ
か
の
形
態
を
選
択
可
能
と
す
る

も
の
で
す
。

　

ま
た
、今
回
の
改
正
に
併
せ
て
、未
導

入
で
あ
っ
た
会
計
年
度
任
用
職
員
に
対

す
る
育
休
制
度
の
導
入
等
に
よ
り
、非

常
勤
の
フ
ル
タ
イ
ム
、パ
ー
ト
タ
イ
ム
と

も
に
、勤
務
実
態
に
応
じ
た
日
数
に
よ

る
育
休
制
度
、部
分
休
業
制
度
の
導
入

を
図
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
設

置
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

　
「
あ
ぶ
診
療
所
」の
開
設
に
伴
い
、条

文
の「
福
賀
診
療
所
」の
次
に「
及
び
あ

ぶ
診
療
所
」を
追
加
し
、「
診
療
時
間
は
」

の
次
に「
、原
則
」を
加
え
る
も
の
で
す
。

◆
診
療
所
等
複
合
施
設
建
設
工
事
の
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

工
事
の
予
定
価
格
が
５
千
万
円
を
超

え
る
こ
と
か
ら
、規
定
に
よ
り
議
会
の

議
決
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

今
回
、議
案
と
し
て
上
程
す
る
も
の
で
、

旧
齋
藤
医
院
の
横
に
造
成
し
た
用
地
に
、

「
あ
ぶ
診
療
所
」と
な
る
診
療
所
等
複
合

施
設
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
薪
ボ
イ
ラ
ー
施
設
整
備
工
事

の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

工
事
の
予
定
価
格
が
５
千
万
円
を
超

え
る
こ
と
か
ら
、規
定
に
よ
り
議
会
の

議
決
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

今
回
、議
案
と
し
て
上
程
す
る
も
の
で
、

以
前
あ
っ
た
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
跡
地

に
新
た
に
温
泉
の
熱
源
と
し
て
、薪
ボ

イ
ラ
ー
の
施
設
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　
前
任
の
教
育
長
か
ら
引
き
継
い
で
、

昨
年
の
４
月
か
ら
務
め
て
い
る「
網
本

徳
文
」教
育
長
の
任
期
が
、本
年
9
月
30

日
を
も
っ
て
満
了
す
る
た
め
、網
本
教

育
長
の
再
任
に
つ
い
て
同
意
を
お
願
い

す
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
現
在
２
期
８
年
目
の「
松
原
利
直
」委

員
の
任
期
が
、本
年
９
月
30
日
を
も
っ

て
満
了
す
る
た
め
、松
原
委
員
の
再
任

に
つ
い
て
同
意
を
お
願
い
す
る
も
の
で

す
。

◆
阿
武
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　
土
地
や
建
物
の
登
録
さ
れ
た
価
格

（
評
価
額
）に
つ
い
て
の
不
服
を
審
査
し
、

決
定
す
る
た
め
の
中
立
的
な
機
関
で
あ

る「
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
」の

「
砂
川
利
和
」委
員
の
任
期
が
、本
年
９

月
30
日
を
も
っ
て
満
了
す
る
た
め
、後

任
委
員
と
し
て
新
た
に
役
場
の
元
会
計

管
理
者
で
出
納
室
長
の「
三
好
由
美
子
」

氏
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
お
願
い
す

る
も
の
で
す
。

◆
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　
奈
古
地
区
の
西
の
２
集
落
内
で
発
生

し
ま
し
た
財
物
事
故
に
係
る
も
の
で
、

地
方
自
治
法
第
96
条
第
1
項
第
12
号

及
び
第
13
号
の
規
定
に
よ
り
、議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

事
故
の
概
要
は
、本
年
５
月
30
日
、午

後
10
時
ご
ろ
、町
道
西
釡
屋
線
の
奈
古

2
7
8
3
番
地
付
近
を
走
行
中
の
普
通

貨
物
自
動
車
に
対
し
て
、敷
設
さ
れ
た

グ
レ
ー
チ
ン
グ
が
跳
ね
上
が
り
、当
該

車
両
の
一
部
を
破
損
し
た
も
の
で
す
。

　

和
解
の
内
容
と
し
て
は
、町
の
過
失
割

合
を
10
割
と
し
て
そ
の
損
害
を
賠
償
す

る
も
の
で
、阿
武
町
は
本
件
事
故
に
関

す
る
損
害
賠
償
金
と
し
て
、49
万
3
千

8
4
5
円
を
支
払
い
、今
後
、本
件
の
事

故
に
関
し
、本
町
と
関
係
す
る
相
手
方

と
の
間
に
は
一
切
の
債
務
債
権
関
係
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
、保
証
す
る
も
の

で
す
。

　

な
お
、損
害
の
賠
償
額
に
つ
い
て
は
、

阿
武
町
が
加
入
し
て
い
る
全
国
町
村
会

総
合
賠
償
補
償
保
険
か
ら
全
額
支
払
わ

れ
る
予
定
で
す
。

郷
川
線
の
道
路
災
害
の
復
旧
に
係
る
、

各
測
量
設
計
業
務
委
託
料
及
び
災
害
復

旧
工
事
費
の
新
規
計
上
に
よ
る
も
の
で

す
。

● 

公
債
費：
446
万
３
千
円 

増
額

　

昨
年
度
末
に
借
入
を
し
た
公
債
費
の

利
子
に
対
す
る
増
額
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業（
事
業
勘
定
）

特
別
会
計 

補
正
予
算（
第
２
回
）

　

１
０
1
8
万
６
千
円
を
追
加
し
、総
額

を
６
億
３
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
、

来
年
１
月
か
ら
の
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化

に
伴
い
様
式
が
変
更
と
な
る
資
格
確
認

書
等
の
印
刷
代
を
は
じ
め
、加
入
者
の

異
動
に
伴
う
還
付
金
、精
算
に
伴
う
社

会
保
証
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備

費
等
補
助
金
返
還
金
の
確
定
の
ほ
か
、

あ
ぶ
診
療
所
分
に
対
す
る
直
診
勘
定
へ

の
操
出
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業（
直
診
勘
定
）

特
別
会
計 

補
正
予
算（
第
２
回
）

　

928
万
１
千
円
を
追
加
し
、総
額
を
３
億

６
３
２
４
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
、

主
に
あ
ぶ
診
療
所
開
設
に
伴
う
費
用
の

新
規
計
上
で
、会
計
年
度
任
用
職
員
に

対
す
る
人
件
費
を
は
じ
め
、電
子
カ
ル

テ
に
係
る
委
託
料
や
ネ
ッ
ト
の
使
用
料
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
購
入
費
、血
球
計
リ
ー
ス
料
及

び
医
師
の
派
遣
に
係
る
へ
き
地
医
療
支

援
セ
ン
タ
ー
負
担
金
の
新
規
計
上
等
の

ほ
か
、福
賀
診
療
所
の
内
視
鏡
修
繕
料

の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
回
）

　

９
万
円
を
追
加
し
、9
2
1
0
万
４

千
円
と
す
る
も
の
で
、来
年
１
月
か
ら

の
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
伴
い
様
式
が

変
更
と
な
る
納
付
書
兼
領
収
済
通
知
書

の
印
刷
代
で
す
。

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
回
）

　

5
1
3
2
万
円
を
追
加
し
、総
額
を

６
億
3
1
9
0
万
９
千
円
と
す
る
も
の

で
、来
年
１
月
か
ら
の
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
に
伴
い
様
式
が
変
更
と
な
る
納
付
書

兼
領
収
済
通
知
書
等
の
印
刷
代
の
ほ
か
、

令
和
６
年
度
精
算
に
伴
う
介
護
給
付
費

負
担
金
及
び
地
域
支
援
事
業
交
付
金
、

低
所
得
者
保
険
料
軽
減
負
担
金
、介
護

報
酬
改
定
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業

に
係
る
介
護
保
険
事
業
費
補
助
金
の
確

定
に
よ
る
返
還
金
で
す
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
回
）

　

１
４
６
６
万
４
千
円
を
追
加
し
、１

億
２
３
２
４
万
円
と
す
る
も
の
で
、災

害
に
よ
る
特
別
損
失
等
の
ほ
か
、木
与

防
災
事
業
に
伴
う
田
部
地
区
配
水

管
の
設
計
業
務
及
び
工
事
費
の
増
額
に

よ
る
も
の
で
す
。

決
算
の
認
定

◆
令
和
６
年
度 

阿
武
町
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
阿
武
町
一
般
会
計
と

７
つ
の
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
に

つ
い
て
、監
査
委
員
の
報
告
に
基
づ
き

議
会
の
認
定
を
求
め
る
も
の
で
す
。

全
員
協
議
会 

報
告

◆
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

　
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

　

財
政
健
全
化
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

令
和
６
年
度
決
算
に
お
け
る
健
全
判
断

比
率
な
ど
を
報
告
す
る
も
の
で
す
。

◆
契
約
の
締
結
報
告
に
つ
い
て

◆
令
和
６
年
度
内
部
統
制
評
価
報
告
に

つ
い
て

　
「
阿
武
町
内
部
統
制
に
関
す
る
方
針
」

に
基
づ
い
て
、地
方
自
治
法
第
150
条
第

４
項
の
規
定
に
よ
り
、評
価
し
た
報
告

書
を
毎
年
度
作
成
し
、同
条
第
５
項
の

規
定
に
よ
り
、報
告
書
を
監
査
委
員
の

審
査
に
附
し
、同
条
第
６
項
に
よ
り
、監

査
委
員
の
意
見
を
付
け
て
議
会
に
報
告

す
る
も
の
で
す
。

令和 7年 第 3回

阿武町議会
定例会

会期：9月10日～19日

一般会計補正予算
6,168万7千円 増額

議案11件  全協報告3件

　阿武町議会９月定例会では、議案11件と全員協議会報告
３件について慎重な審議が行われ、可決・認定・同意されました。
　一般会計補正予算（第３回）は、6,168万７千円を追加し、総
額を46億8,648万円とするものです。

す
な
が
わ　

と
し
か
ず

み
よ
し　
　
　

ゆ
み
こ

2



❶
町
道
柳
尾
汐
入
線
測
量
設
計
業
務

【
サ
ン
ヨ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
】

〈
638
万
円
〉

❷（
令
和
６
年
度
繰
越
）町
道
奈
古
中
央
線

側
溝
改
修
工
事

【
阿
武
建
設
㈱
】

〈
1
1
7
9
万
９
千
300
円
〉

❸（
令
和
６
年
度
繰
越
）町
道
宇
田
中
央
線

側
溝
改
修
工
事

【
小
田
産
業
㈱
】

〈
1
３
０
３
万
５
千
円
〉

❹
阿
武
町
集
落
排
水
事
業
経
営
戦
略
更
新業

務

【
㈱
ぎ
ょ
う
せ
い
中
国
支
社
】

〈
522
万
５
千
円
〉

❺
奈
古
漁
港
沢
松
護
岸
D
機
能
保
全
工
事

【
黒
瀬
建
設
㈱
】

〈
１
１
６
０
万
５
千
円
〉

❻
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
情
報
端

末
の
導
入
業
務（
リ
ー
ス
）

【
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
中
国
支
社
山
口
支
店
】

〈
２
５
８
７
万
９
千
150
円
〉

❼
奈
古
上
地
区
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業

品
質
向
上
支
援
工
事

【
岡
重
㈱
】

〈
1
6
4
8
万
９
千
円
〉

❽
惣
郷
橋
橋
梁
補
修
設
計
業
務

【
㈱
タ
マ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
】

〈
1
0
3
4
万
円
〉

❾
道
路
橋
点
検
業
務

【
荒
谷
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
】

〈
1
１
８
８
万
円
〉

今
回
の
主
な
補
正
内
容

◆
令
和
７
年
度 

阿
武
町一般
会
計

補
正
予
算（
第
３
回
）

　
一
般
会
計
に
６
１
６
８
万
７
千
円
を

追
加
し
、総
額
を
46
億
８
６
４
８
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

● 

総
務
費：
985
万
３
千
円 
増
額

　

庁
舎
１
階
の
ロ
ビ
ー
系
統
の
空
調
に

お
け
る
室
外
機
の
故
障
に
伴
う
改
修
工

事
費
の
新
規
計
上
、ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

の
自
動
ド
ア
の
故
障
に
伴
う
改
修
工
事

費
の
新
規
計
上
、ふ
る
さ
と
寄
付
金
の
実

績
見
込
み
に
よ
る
積
立
金
の
増
額
及
び
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
実
績
見
込
み
に
よ
る

委
託
料
の
増
額
の
ほ
か
、令
和
８
年
度
〜

12
年
度
に
係
る
過
疎
計
画
の
印
刷
費
の

新
規
計
上
、来
年
の
1
月
か
ら
自
治
体
情

報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
よ
る
納
付
書

等
の
新
様
式
に
伴
う
印
刷
製
本
費
の
増

額
及
び
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
記
載

事
項
を
印
字
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の

購
入
費
の
新
規
計
上
等
に
よ
る
も
の
で

す
。

● 

民
生
費：１
７
３
４
万
８
千
円 

増
額

　

診
療
所
等
複
合
施
設
整
備
事
業
に
伴

う
高
圧
線
の
引
込
移
設
工
事
費
の
新
規

計
上
及
び
、進
入
路
私
道
分
の
追
加
購

入
に
伴
う
土
地
購
入
費
の
増
額
を
は
じ

め
、障
害
児
入
所
給
付
費
等
負
担
金
及

び
、子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
係
る

国
、県
へ
の
補
助
金
の
前
年
度
実
績
に

よ
る
返
還
金
の
増
額
、令
和
７
年
度
税

制
改
正
に
伴
う
市
町
村
国
民
年
金
シ
ス

テ
ム
等
の
改
修
に
係
る
委
託
料
の
新
規

計
上
の
ほ
か
、み
ど
り
保
育
園
の
会
計

年
度
任
用
職
員
に
係
る
人
件
費
、水
栓

取
替
及
び
福
賀
分
園
の
フ
ェ
ン
ス
設
置

工
事
及
び
、阿
武
児
童
ク
ラ
ブ
の
ロ
ッ

カ
ー
、冷
蔵
庫
購
入
等
に
よ
る
増
額
で

す
。

● 

衛
生
費：１
４
０
９
万
円 

増
額

　

排
水
管
整
備
事
業
に
対
す
る
財
源
と

し
て
、次
年
度
以
降
に
国
の
補
償
金
に

よ
り
返
済
予
定
の
簡
易
水
道
事
業
会
計

長
期
貸
付
金
の
新
規
計
上
及
び
、福
賀

診
療
所
の
内
視
鏡
の
修
繕
料
に
対
す
る

国
保
事
業（
直
診
勘
定
）特
別
会
計
操
出

金
の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

● 
農
林
水
産
業
費：
186
万
６
千
円 

増
額

　

業
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
に
伴
う
ソ

フ
ト
購
入
経
費
の
新
規
計
上
、農
事
組

合
法
人
の「
あ
ぶ
の
郷
」及
び「
福
の
里
」

が
利
用
す
る「
市
ヶ
原
揚
水
機
場
」の
機

器
の
劣
化
に
伴
う
修
繕
経
費
に
対
す
る

補
助
金
の
増
額
及
び
、奈
古
谷
橋
修
繕

工
事
の
仮
設
費
の
追
加
に
伴
う
増
額
に

よ
る
も
の
で
す
。

● 

商
工
費：
３
万
５
千
円 

増
額

　

A
B
U
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

KIYO
G
AH
AM
A BESE

の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

リ
ー
ス
に
よ
り
更
新
す
る
た
め
の
増
額

で
す
。

● 

土
木
費：
52
万
３
千
円 

増
額

　

業
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
に
伴
う
ソ

フ
ト
購
入
経
費
の
新
規
計
上
で
す
。

● 

教
育
費：
30
万
９
千
円 

増
額

　

教
育
委
員
会
が
管
理
す
る
公
用
車
の

後
部
ド
ア
等
の
修
繕
料
及
び
、ミ
ニ
耕

運
機
購
入
に
伴
う
不
足
分
を
増
額
す
る

も
の
で
す
。

● 

災
害
復
旧
費：
1
3
2
0
万
９
千
円 増

額

　

本
年
８
月
の
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た

宇
久
地
区
の
農
地
災
害
及
び
町
道
下
郷

議
案
審
議

◆
専
決
処
分
を
報
告
し
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
６
月
２
日
を
基
準
日
と
し

た
定
額
減
税
補
足
給
付
金（
不
足
額
給

付
金
）の
実
施
当
た
り
、一
般
会
計
補
正

予
算
の
専
決
処
分
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
を
報
告
し
承
認
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　

こ
れ
は
、令
和
６
年
に
実
施
さ
れ
た

１
人
あ
た
り
定
額
減
税
４
万
円（
所
得

税
３
万
円
、住
民
税
１
万
円
）の
際
に
、

減
税
し
き
れ
な
か
っ
た
と
見
込
ま
れ
る

人
に
追
加
で
給
付
さ
れ
る
も
の
で
、支

給
対
象
者
は
、令
和
６
年
分
所
得
税
及

び
定
額
減
税
の
実
績
額
等
が
確
定
し
た

後
に
、本
来
給
付
す
べ
き
所
要
額
と
当

初
調
整
給
付
額
と
の
間
で
差
額
が
生
じ

た
方
な
ど
2
8
5
人
を
見
込
む
も
の
で

す
。

◆
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に

関
す
る
条
例

　

令
和
６
年
６
月
26
日
に
地
方
自
治
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
、

公
金
の
収
納
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
整

備
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、関
係
条
例
の
条

ず
れ
が
生
じ
る
こ
と
か
ら
、「
町
長
等
の

損
害
賠
償
責
任
の
一
部
免
責
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、「
阿
武

町
簡
易
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」及
び
、

「
阿
武
町
集
落
排
水
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」を

一
括
上
程
す
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
職
員
の
勤
務
時
間
、休
日
及

び
休
暇
に
関
す
る
条
例
及
び
阿
武
町

町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例

の一部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び

人
事
院
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
人
事

院
規
則
の
公
布
に
よ
り
、制
度
の
見
直

し
が
さ
れ
た
た
め
、関
係
す
る
条
例
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、妊
娠
、出
産
等
に
つ
い

て
の
申
し
出
を
し
た
職
員
及
び
３
歳
に

満
た
な
い
子
を
養
育
す
る
職
員
に
対
し

て
、子
の
年
齢
に
応
じ
た
柔
軟
な
働
き

方
を
実
現
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る

も
の
で
、職
員
に
対
す
る
個
別
の
周
知
、

意
向
確
認
及
び
配
慮
を
す
る
と
共
に
、

部
分
休
業
制
度
を
拡
充
し
、現
行
の
１

日
に
つ
き
２
時
間
を
超
え
な
い
範
囲
内

の
形
態
を
第
1
号
部
分
休
業
に
改
め
、

新
た
に
第
２
号
部
分
休
業
と
し
て
、１

年
に
つ
き
10
日
相
当
を
超
え
な
い
範
囲

内
の
形
態
を
設
け
る
こ
と
で
、職
員
は

い
ず
れ
か
の
形
態
を
選
択
可
能
と
す
る

も
の
で
す
。

　

ま
た
、今
回
の
改
正
に
併
せ
て
、未
導

入
で
あ
っ
た
会
計
年
度
任
用
職
員
に
対

す
る
育
休
制
度
の
導
入
等
に
よ
り
、非

常
勤
の
フ
ル
タ
イ
ム
、パ
ー
ト
タ
イ
ム
と

も
に
、勤
務
実
態
に
応
じ
た
日
数
に
よ

る
育
休
制
度
、部
分
休
業
制
度
の
導
入

を
図
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
設

置
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条
例

　
「
あ
ぶ
診
療
所
」の
開
設
に
伴
い
、条

文
の「
福
賀
診
療
所
」の
次
に「
及
び
あ

ぶ
診
療
所
」を
追
加
し
、「
診
療
時
間
は
」

の
次
に「
、原
則
」を
加
え
る
も
の
で
す
。

◆
診
療
所
等
複
合
施
設
建
設
工
事
の
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

工
事
の
予
定
価
格
が
５
千
万
円
を
超

え
る
こ
と
か
ら
、規
定
に
よ
り
議
会
の

議
決
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

今
回
、議
案
と
し
て
上
程
す
る
も
の
で
、

旧
齋
藤
医
院
の
横
に
造
成
し
た
用
地
に
、

「
あ
ぶ
診
療
所
」と
な
る
診
療
所
等
複
合

施
設
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
薪
ボ
イ
ラ
ー
施
設
整
備
工
事

の
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

工
事
の
予
定
価
格
が
５
千
万
円
を
超

え
る
こ
と
か
ら
、規
定
に
よ
り
議
会
の

議
決
に
付
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、

今
回
、議
案
と
し
て
上
程
す
る
も
の
で
、

以
前
あ
っ
た
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の
跡
地

に
新
た
に
温
泉
の
熱
源
と
し
て
、薪
ボ

イ
ラ
ー
の
施
設
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　
前
任
の
教
育
長
か
ら
引
き
継
い
で
、

昨
年
の
４
月
か
ら
務
め
て
い
る「
網
本

徳
文
」教
育
長
の
任
期
が
、本
年
9
月
30

日
を
も
っ
て
満
了
す
る
た
め
、網
本
教

育
長
の
再
任
に
つ
い
て
同
意
を
お
願
い

す
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に

つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
現
在
２
期
８
年
目
の「
松
原
利
直
」委

員
の
任
期
が
、本
年
９
月
30
日
を
も
っ

て
満
了
す
る
た
め
、松
原
委
員
の
再
任

に
つ
い
て
同
意
を
お
願
い
す
る
も
の
で

す
。

◆
阿
武
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　
土
地
や
建
物
の
登
録
さ
れ
た
価
格

（
評
価
額
）に
つ
い
て
の
不
服
を
審
査
し
、

決
定
す
る
た
め
の
中
立
的
な
機
関
で
あ

る「
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
」の

「
砂
川
利
和
」委
員
の
任
期
が
、本
年
９

月
30
日
を
も
っ
て
満
了
す
る
た
め
、後

任
委
員
と
し
て
新
た
に
役
場
の
元
会
計

管
理
者
で
出
納
室
長
の「
三
好
由
美
子
」

氏
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
を
お
願
い
す

る
も
の
で
す
。

◆
和
解
及
び
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る

こ
と
に
つ
い
て

　
奈
古
地
区
の
西
の
２
集
落
内
で
発
生

し
ま
し
た
財
物
事
故
に
係
る
も
の
で
、

地
方
自
治
法
第
96
条
第
1
項
第
12
号

及
び
第
13
号
の
規
定
に
よ
り
、議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

事
故
の
概
要
は
、本
年
５
月
30
日
、午

後
10
時
ご
ろ
、町
道
西
釡
屋
線
の
奈
古

2
7
8
3
番
地
付
近
を
走
行
中
の
普
通

貨
物
自
動
車
に
対
し
て
、敷
設
さ
れ
た

グ
レ
ー
チ
ン
グ
が
跳
ね
上
が
り
、当
該

車
両
の
一
部
を
破
損
し
た
も
の
で
す
。

　

和
解
の
内
容
と
し
て
は
、町
の
過
失
割

合
を
10
割
と
し
て
そ
の
損
害
を
賠
償
す

る
も
の
で
、阿
武
町
は
本
件
事
故
に
関

す
る
損
害
賠
償
金
と
し
て
、49
万
3
千

8
4
5
円
を
支
払
い
、今
後
、本
件
の
事

故
に
関
し
、本
町
と
関
係
す
る
相
手
方

と
の
間
に
は
一
切
の
債
務
債
権
関
係
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
、保
証
す
る
も
の

で
す
。

　

な
お
、損
害
の
賠
償
額
に
つ
い
て
は
、

阿
武
町
が
加
入
し
て
い
る
全
国
町
村
会

総
合
賠
償
補
償
保
険
か
ら
全
額
支
払
わ

れ
る
予
定
で
す
。

郷
川
線
の
道
路
災
害
の
復
旧
に
係
る
、

各
測
量
設
計
業
務
委
託
料
及
び
災
害
復

旧
工
事
費
の
新
規
計
上
に
よ
る
も
の
で

す
。

● 

公
債
費：
446
万
３
千
円 

増
額

　

昨
年
度
末
に
借
入
を
し
た
公
債
費
の

利
子
に
対
す
る
増
額
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業（
事
業
勘
定
）

特
別
会
計 

補
正
予
算（
第
２
回
）

　

１
０
1
8
万
６
千
円
を
追
加
し
、総
額

を
６
億
３
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で
、

来
年
１
月
か
ら
の
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化

に
伴
い
様
式
が
変
更
と
な
る
資
格
確
認

書
等
の
印
刷
代
を
は
じ
め
、加
入
者
の

異
動
に
伴
う
還
付
金
、精
算
に
伴
う
社

会
保
証
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備

費
等
補
助
金
返
還
金
の
確
定
の
ほ
か
、

あ
ぶ
診
療
所
分
に
対
す
る
直
診
勘
定
へ

の
操
出
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業（
直
診
勘
定
）

特
別
会
計 

補
正
予
算（
第
２
回
）

　

928
万
１
千
円
を
追
加
し
、総
額
を
３
億

６
３
２
４
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
、

主
に
あ
ぶ
診
療
所
開
設
に
伴
う
費
用
の

新
規
計
上
で
、会
計
年
度
任
用
職
員
に

対
す
る
人
件
費
を
は
じ
め
、電
子
カ
ル

テ
に
係
る
委
託
料
や
ネ
ッ
ト
の
使
用
料
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
購
入
費
、血
球
計
リ
ー
ス
料
及

び
医
師
の
派
遣
に
係
る
へ
き
地
医
療
支

援
セ
ン
タ
ー
負
担
金
の
新
規
計
上
等
の

ほ
か
、福
賀
診
療
所
の
内
視
鏡
修
繕
料

の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
回
）

　

９
万
円
を
追
加
し
、9
2
1
0
万
４

千
円
と
す
る
も
の
で
、来
年
１
月
か
ら

の
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
伴
い
様
式
が

変
更
と
な
る
納
付
書
兼
領
収
済
通
知
書

の
印
刷
代
で
す
。

◆
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
回
）

　

5
1
3
2
万
円
を
追
加
し
、総
額
を

６
億
3
1
9
0
万
９
千
円
と
す
る
も
の

で
、来
年
１
月
か
ら
の
シ
ス
テ
ム
の
標
準

化
に
伴
い
様
式
が
変
更
と
な
る
納
付
書

兼
領
収
済
通
知
書
等
の
印
刷
代
の
ほ
か
、

令
和
６
年
度
精
算
に
伴
う
介
護
給
付
費

負
担
金
及
び
地
域
支
援
事
業
交
付
金
、

低
所
得
者
保
険
料
軽
減
負
担
金
、介
護

報
酬
改
定
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
事
業

に
係
る
介
護
保
険
事
業
費
補
助
金
の
確

定
に
よ
る
返
還
金
で
す
。

◆
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
回
）

　

１
４
６
６
万
４
千
円
を
追
加
し
、１

億
２
３
２
４
万
円
と
す
る
も
の
で
、災

害
に
よ
る
特
別
損
失
等
の
ほ
か
、木
与

防
災
事
業
に
伴
う
田
部
地
区
配
水

管
の
設
計
業
務
及
び
工
事
費
の
増
額
に

よ
る
も
の
で
す
。

決
算
の
認
定

◆
令
和
６
年
度 

阿
武
町
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
阿
武
町
一
般
会
計
と

７
つ
の
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
に

つ
い
て
、監
査
委
員
の
報
告
に
基
づ
き

議
会
の
認
定
を
求
め
る
も
の
で
す
。

全
員
協
議
会 

報
告

◆
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く

　
健
全
化
判
断
比
率
及
び

資
金
不
足
比
率
の
報
告
に
つ
い
て

　

財
政
健
全
化
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

令
和
６
年
度
決
算
に
お
け
る
健
全
判
断

比
率
な
ど
を
報
告
す
る
も
の
で
す
。

◆
契
約
の
締
結
報
告
に
つ
い
て

◆
令
和
６
年
度
内
部
統
制
評
価
報
告
に

つ
い
て

　
「
阿
武
町
内
部
統
制
に
関
す
る
方
針
」

に
基
づ
い
て
、地
方
自
治
法
第
150
条
第

４
項
の
規
定
に
よ
り
、評
価
し
た
報
告

書
を
毎
年
度
作
成
し
、同
条
第
５
項
の

規
定
に
よ
り
、報
告
書
を
監
査
委
員
の

審
査
に
附
し
、同
条
第
６
項
に
よ
り
、監

査
委
員
の
意
見
を
付
け
て
議
会
に
報
告

す
る
も
の
で
す
。

キ
ヨ
ガ
ハ
マ
ベ
ー
ス
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一
般
質
問  

第
３
回
定
例
会    

９
月
10
日

QQAA

QQAA

市原 旭 議員 
いちはら あきら

ニ
ュ
ー
タ
ー

AA QQ

QQAA

QQAAQQAA

敵
な
大
学
生
に
な
り
た
い
。そ
の

た
め
に
は
も
っ
と
勉
強
を
頑
張

ろ
う
」と
い
う
気
持
ち
、つ
ま
り

学
習
意
欲
を
強
め
た
こ
と
が
、

こ
の
取
組
の
一
番
の
成
果
だ
と

感
じ
て
い
る
。

　

公
設
町
営
塾
の
開
設
準
備
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
で
決
定
し
た
、塾
開
設
を

専
門
に
手
が
け
る
企
業「
フ
ァ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
ベ
ー
ス
」と
６
月
に

連
携
協
定
を
締
結
し
、８
月
に

担
当
者
の
着
任
式
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、少
し
で
も
阿
武
町
の
子

ど
も
た
ち
の
実
態
に
即
し
た
塾

に
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、担
当

者
が
何
度
も
学
校
に
入
り
、教

員
と
話
を
し
、授
業
中
の
子
ど

も
の
様
子
を
参
観
し
て
い
る
。

　

今
後
の
取
組
と
し
て
、実
験
的

に
模
擬
塾
を
開
設
し
、塾
の
お
試

し
体
験
を
行
い
、ど
ん
な
塾
を
作

ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
、反
対
に

ど
ん
な
塾
を
作
っ
て
欲
し
い
の

か
、「
保
護
者
と
の
意
見
交
換
会
」

も
開
催
予
定
で
あ
り
、す
で
に
案

内
の
チ
ラ
シ
が
配
ら
れ
て
い
る
。

　

検
討
課
題
と
し
て
、塾
の
場
所

を
ど
こ
に
す
る
の
か
、保
護
者
に

経
費
負
担
を
ど
の
程
度
し
て
も

ら
う
の
か
、な
ど
あ
る
が
、当
初

の
計
画
通
り
準
備
が
進
ん
で
い

る
と
い
っ
た
状
況
だ
。

行
は
難
し
い
。

　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
支
柱
の
撤

去
、更
に
は
日
常
に
お
け
る
側
溝

に
た
ま
っ
た
枯
葉
等
の
除
去
等
、

維
持
管
理
の
徹
底
も
併
せ
て
、

県
に
要
望
し
て
い
く
。

　
バ
ス（
福
賀
線
）廃
止
の

具
体
的
な
代
替
案
は

　
高
校
生
の
通
学
や
あ
ぶ

　
診
療
所
へ
の
移
動
等
に

　
対
応
で
き
る
る
仕
組
み

　
ミ
ニ
バ
ン
タイ
プ
の　

　
車
両
変
更
も
視
野
に

検
討
を
進
め
る

問　
利
用
者
が
極
め
て
少
な
く

空
気
を
乗
せ
て
走
っ
て
い
る
と

揶
揄
さ
れ
廃
止
も
仕
方
が
な
い

と
思
う
が
、代
替
案
を
示
さ
な
い

と
混
乱
し
不
満
を
生
む
の
で
は
。

町
長　
1
便
あ
た
り
の
乗
車
数

は
、福
賀
便
１
便
あ
た
り
平
均

0.66
人
、宇
田
郷
便
は
１
便
あ
た

り
2.3
人
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
、1
5
6
0
万
円

の
赤
字
補
填
を
続
け
る
の
は
、困

難
で
あ
る
。

　

基
本
的
に
は
デ
マ
ン
ド
交
通

に
工
夫
を
加
え
た
形
で
高
校
生

の
通
学
、あ
ぶ
診
療
所
へ
の
移
動

等
に
対
応
出
来
る
仕
組
み
や
ミ

ニ
バ
ン
タ
イ
プ
の
車
両
変
更
も

視
野
に
検
討
を
進
め
て
行
く
。

　

　
あ
ぶ
診
療
所
に
つ
い
て

　
新
診
療
所
の
施
設
完
成

　
は
来
年
７
月
を
予
定

　
遠
隔
診
療
が
で
き
る

　
「
専
用
診
療
車
」は

　
令
和
10
年
度
の
運
用

　
開
始
予
定

問　
開
設
に
向
け
て
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
今
後
の
展
開
お
よ
び

遠
隔
診
療
の
概
要
は
。

町
長　
今
年
の
９
月
１
日
か
ら

「
阿
武
町
国
民
健
康
保
険
あ
ぶ

診
療
所
」を
開
始
。

　

診
療
日
数
も
0.5
日
増
や
し
て
、

週
３
日
と
し
た
。

　

ど
の
地
域
で
も
医
師
が
不
足

し
て
お
り
医
師
の
確
保
を
各
方

面
と
協
議
し
て
い
る
。

　

新
診
療
所
の
施
設
完
成
は
、

令
和
８
年
７
月
を
予
定
し
、準

備
を
整
え
同
年
10
月
１
日
に

は
、週
５
日
診
療
の
診
療
所
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
。

　

電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
た
事

で
、遠
隔（
オ
ン
ラ
イ
ン
）診
療
が

可
能
と
な
る
。

　

医
師
不
足
が
深
刻
化
し
、町

民
の
高
齢
化
が
進
み
、通
院
が

困
難
な
患
者
さ
ん
が
増
加
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、「
専

用
診
療
車
」を
令
和
９
年
度
内

に
導
入
し
、令
和
10
年
度
の
運

用
開
始
を
考
え
て
い
る
。

　

　
公
設
町
営
塾
等
の

今
後
の
展
望
は

　
町
長
と
し
て
も
教
育
環

　
境
の
整
備
に
積
極
的
に

関
わ
り
た
い

問　
平
成
27
年
４
月
の
教
育
委

員
会
制
度
の
改
正
で
、町
長
と

教
育
委
員
会
が
教
育
行
政
に
つ

い
て
協
議
調
整
す
る「
総
合
教
育

会
議
」が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、町
長
が
教
育
の
目
標
や
施

策
の
基
本
的
な
方
針
と
な
る

「
大
綱
」を
策
定
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　

今
回
の
取
り
組
み
は
、そ
れ
を

受
け
て
町
長
な
り
の
教
育
改
革

だ
と
推
測
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、他
の
市
町
を
一
歩
も

二
歩
も
リ
ー
ド
し
て
い
る
と
感

じ
る
が
、今
後
の
展
開
は
。

町
長　
教
育
委
員
会
と
の
連
携

を
密
に
し
な
が
ら
、町
の
宝
で
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の

整
備
や
学
力
向
上
対
策
も
含
め

た
教
育
行
政
に
、町
長
と
し
て
積

極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
今
後
の
農
業
の

　
事
業
継
承
に
つ
い
て

　
事
業
承
継
の
た
め
の

　
支
援
を
で
き
る
限
り

行
っ
て
い
く

問　
急
激
に
米
価
は
高
騰
し
た

が
、様
々
な
物
、全
て
の
経
費
も

高
騰
し
て
お
り
、依
然
と
し
て
稲

作
農
家
を
継
続
す
る
こ
と
は
、

難
し
い
。

　

後
継
者
不
足
も
顕
著
で
あ
り
、

そ
ん
な
中
、農
業
の
事
業
継
承

が
始
ま
っ
て
い
る
。こ
の
事
は
、

今
後
の
モ
デ
ル
事
例
に
な
る
と

思
う
。

町
長 

今
年
、米
の
概
算
金
が
大

幅
に
上
昇
し
、消
費
者
に
す
れ
ば

安
い
方
が
良
い
が
一
定
水
準
の

生
産
者
米
価
の
安
定
的
確
保
は
、

再
生
産
へ
の
投
資
に
よ
る
持
続

性
の
担
保
、地
域
農
業
の
発
展

と
な
る
。

　

価
格
維
持
を
す
れ
ば
後
継
者

は
地
方
に
残
り
、人
口
流
失
阻

止
の
大
き
な
力
と
な
る
。

　

今
回
の
件
は
、一
筋
の
明
か
り

が
灯
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

就
農
者
支
援
に
つ
い
て
、数
年

前
か
ら
事
業
継
承
者
が
あ
れ
ば
、

自
分
の
持
つ
技
術
と
ハ
ウ
ス
や

栽
培
に
必
要
な
機
械
等
を
譲
渡

す
る
旨
の
意
向
を
農
家
か
ら
伺

っ
て
い
た
。

　

町
内
の
第
１
次
産
業
に
お
い

て
、高
齢
化
と
担
い
手
不
足
が
進

行
す
る
対
策
と
し
て
、令
和
３
年

か
ら
制
度
化
。

　

町
独
自
の
制
度
で
あ
る「
阿

武
町
が
ん
ば
る
農
林
水
産
業
就

業
・
経
営
等
支
援
補
助
金
」を
活

用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、国
や
県
の
支
援
対
象

外
の
就
業
者
を
対
象
に
、事
業

継
承
の
た
め
の
研
修
を
受
け
る

者
に
対
し
、年
間
90
万
円
研
修

費
を
助
成
、指
導
農
家
に
、年
間

12
万
円
の
指
導
費
を
補
助
す
る

制
度
で
あ
る
。

　

施
設
や
作
物
の
栽
培
が
継
続

で
き
る
よ
う
、内
容
を
柔
軟
に
見

直
す
こ
と
も
視
野
に
入
れ
で
き

る
限
り
の
支
援
を
し
て
行
き
た

い
。

　
キ
ャン
プ
場
や　

道
の
駅
の
現
状
は

　
経
営
方
針
の
見
直
し
や

　
業
務
改
善
に
よ
り

　
生
産
性
の
向
上
を
目
指

　
し
給
与
待
遇
改
善
や

　
福
利
厚
生
充
実
に
よ
り

　
魅
力
を
高
め
る
職
場
を

　
目
指
し
て
い
る
。

問　
キ
ャ
ン
プ
場
の
オ
ー
プ
ン

以
降
、年
々
、利
用
者
、売
上
は
減

少
傾
向
で
あ
り
、道
の
駅
と
あ
わ

せ
て
の
従
業
員
数
も
減
少
し
て

い
る
。

　

当
初
の
手
ぶ
ら
キ
ャ
ン
プ
の

様
な
付
加
価
値
を
付
け
た
販
売

プ
ラ
ン
や
、そ
の
た
め
の
人
員
確

保
等
、影
響
は
な
い
の
か
。

　

ま
た
、今
後
地
域
の
雇
用
創

出
や
地
域
活
性
化
と
い
っ
た
道

の
駅
の
役
割
を
果
た
し
て
い
け

る
の
か
。

町
長　
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
状

況
は
、残
念
な
が
ら
若
干
減
少

傾
向
だ
が
、キ
ャ
ン
プ
場
整
備
の

検
討
段
階
で
、当
然
予
測
し
て
お

り
、他
に
な
い
魅
力
あ
る
キ
ャ
ン

プ
場
に
な
る
よ
う
、「（
一
社
）

あ
ぶ
ナ
ビ
」が
し
っ
か
り
機
能
し
、

体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
さ

せ
る
事
を
考
え
て
い
た
が
、ま
だ

ま
だ
上
手
く
機
能
し
て
い
な
い

と
思
う
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
の
運
営
は
、損
益

差
し
引
き
ゼ
ロ
で
維
持
し
、縁
側

機
能
や
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者
に

よ
る
道
の
駅
や
町
内
の
商
店
で

の
買
い
物
、温
泉
利
用
に
よ
る
道

の
駅
全
体
の
売
り
上
げ
増
加
等
、

相
乗
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

　

経
済
効
果
が
ど
の
程
度
に
な

る
か
、見
え
る
化
し
、事
業
効
果

を
町
民
に
説
明
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
、現
在「
A
B
U
キ
ャ

ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
道
の
駅
や

町
に
も
た
ら
す
経
済
波
及
効

果
」の
算
出
を
、「（
一
社
）ち
い
き

未
来
研
究
所
」に
業
務
委
託
し
、

検
討
が
進
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、道
の
駅
の
経
営
に
つ
い

て
は
、毎
月
、社
長
と
定
例
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、売
り
上
げ
状

況
等
の
報
告
を
受
け
、必
要
に
よ

り
私
も
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

　

従
業
員
数
の
減
少
に
つ
い
て

は
、社
長
交
代
に
よ
る
経
営
方

針
の
見
直
し
や
、業
務
改
善
に
着

手
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
、各

部
署
間
の
縦
割
り
の
硬
直
し
た

体
制
の
見
直
し
で
、人
的
経
費
を

抑
え
、少
し
で
も
売
り
上
げ
ロ
ス

を
減
ら
す
た
め
の
、努
力
を
し
て

い
る
と
考
え
る
。

　

今
後
の
人
手
不
足
や
、最
低

賃
金
引
き
上
げ
に
対
応
す
る
た

め
、販
売
管
理
費
の
過
半
を
占

め
る
人
件
費
の
適
正
化
を
図
り
、

少
数
精
鋭
で
業
務
が
遂
行
で
き

る
よ
う
、「
人
事
生
産
性
」の
向
上

に
注
目
し
、業
務
の
見
直
し
や
人

員
配
置
の
変
更
な
ど
、筋
肉
質

な
業
務
改
善
を
行
っ
た
結
果
で

も
あ
り
、給
与
待
遇
改
善
、福
利

厚
生
充
実
に
も
繋
が
り
、魅
力

と
や
る
気
を
高
め
る
職
場
を
目

指
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
無
角
和
種
の
今
後
の
展
望

　
について

　
増
頭
や
畜
舎
の
増
改
築

　
に
つ
い
て
は
今
後
３
年

　
間
の
事
業
の
中
で

　
飼
育
、経
営
面
か
ら

　
適
正
頭
数
を
見
定
め

　
一
定
の
目
途
が
立
っ
た

　
後
に
進
め
る
べ
き
と

　
考
え
る
。

問　
こ
こ
数
年
、無
角
和
種
の

商
品
開
発
等
、以
前
に
比
べ
て
無

角
和
種
の
名
を
目
に
す
る
機
会

が
増
え
、実
際
、出
荷
時
の
単
価

が
上
が
っ
た
事
や
肥
育
状
態
も

以
前
よ
り
改
善
さ
れ
て
い
る
話

も
聞
く
。

　
「
無
角
和
種
を
軸
と
し
た
シ
テ

ィ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
推
進
事
業
」

に
よ
り
、今
後
、需
要
が
高
ま
る

と
、そ
れ
に
対
し
て
の
供
給
体
制

は
ど
う
な
る
の
か
、増
頭
や
、そ

の
場
合
に
は
畜
舎
の
増
築
等
も

必
要
と
な
る
よ
う
に
思
う
が
、

今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

町
長　
今
年
度
か
ら
の
事
業
は
、

町
の
特
産
品
の
、無
角
和
種
を

最
大
限
に
活
用
し
た
シ
テ
ィ
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ（
名
産
地
化
）を
実

現
す
る
こ
と
で
、他
の
農
林
水
産

物
の
消
費
拡
大
や
観
光
拡
大
に

も
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
る
。

　

放
牧
肥
育
に
よ
る「
生
産
試

験
事
業
」、年
２
回
の
追
加
出
荷

に
よ
り
、流
通
や
消
費
者
の
デ
ー

タ
収
集
を
行
う「
テ
ス
ト
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
事
業
」、町
特
産
品
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す
た
め

の
、「
端
材
利
用
開
発
テ
ス
ト
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」の
３
つ
の
検
証

事
業
に
よ
り
、繁
殖
牛
、肥
育
牛

の
飼
養
頭
数
を
、放
牧
地
や
草

地
な
ど
総
合
的
に
検
討
す
る
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
、飼
育
、

経
営
面
か
ら
適
正
頭
数
を
見
極

め
た
上
で
、多
大
な
経
費
が
必

要
な
、畜
舎
の
増
改
築
は
、ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
含
め
て
、相
当

の
経
常
経
費
も
必
要
と
な
る
為
、

一
定
の
目
途
が
立
っ
た
段
階
で

進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
Ａ
Ｂ
Ｕ
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
セ
ミ
ナ
ー
の
成
果
と

　
公
設
町
営
塾
の
進
捗

　
状
況
は

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

　
非
常
に
有
意
義
な
時
間

　
だ
っ
た
と
聞
い
て
お
り

　
公
設
町
営
塾
は
検
討
課

　
題
は
あ
る
が
計
画
通

　
り
準
備
が
進
ん
で
い
る

問　
新
た
な
試
み
と
し
て
、山
口

大
学
や
山
口
県
立
大
学
と
連
携

し
た「
Ａ
Ｂ
Ｕ
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ

ナ
ー
」を
開
催
し
た
が
、結
果
と

し
て
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う

な
変
容
や
、成
果
が
見
ら
れ
た
の

か
。

　

ま
た
、公
設
町
営
塾
の
開
設

の
、進
捗
状
況
は
。

教
育
長   

夏
休
み
８
回
の
勉
強

会
で
学
力
が
大
き
く
伸
び
る
と

は
考
え
て
い
な
い
が
、大
学
生
に

教
え
て
も
ら
っ
て
、「
わ
か
っ
た
」、

「
で
き
た
」と
い
う
喜
び
や
、「
勉

強
の
成
果
を
夏
休
み
明
け
テ
ス

ト
で
確
か
め
た
い
」、「
自
分
も
素

　　

　

　
（一社
）あ
ぶ
ナ
ビ
に
よ
る

　
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

　　
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
活
用

　
し
て
活
性
化
を
め
ざ
す

問　
道
の
駅
や
キ
ャ
ン
プ
場
等

の
拠
点
整
備
は
進
ん
だ
が
、こ
こ

を
き
っ
か
け
に
、当
初
、（
一
社
）あ

ぶ
ナ
ビ
が
イ
ベ
ン
ト
開
発
を
通

じ
て
、人
や
お
金
を
周
辺
地
域
に

誘
う
目
的
だ
っ
た
と
聞
い
て
い

る
が
、現
状
は
。

町
長　
町
外
か
ら
外
貨
を
獲
得

し
、持
続
可
能
な
稼
げ
る
仕
組

み
等
の
創
造
を
目
標
に
、行
政
に

頼
ら
な
い
民
間
の
組
織
を
令
和

３
年
度
に
立
ち
上
げ
た
。　

　

し
か
し
、様
々
な
課
題
が
浮
か

び
上
が
り
、「
若
い
視
点
の
未
来

志
向
の
新
組
織
で
再
出
発
す
べ

き
で
は
」と
な
り
解
散
し
、そ
の

後
、法
人
化
し
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　

他
市
町
の
成
功
例
は
、い
ず
れ

も
民
間
組
織
出
身
の
経
験
者
が

専
門
的
知
識
で
主
導
さ
れ
て
い

る
。

　

今
回
、事
業
を
活
用
し
地
域

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

制
度
に
乗
り
換
え
、立
て
直
し
を

行
っ
た
。

　

来
町
者
が
自
然
に
ふ
れ
、海
の

恵
み
を
味
わ
い
町
全
域
で
の
交

流・消
費
活
動
に
繋
げ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
県
道
益
田
阿
武
線
の

　
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
お
よ
び

ポ
ー
ル
撤
去
お
よ
び

　
　

 
側
溝
の
清
掃
の

　
要
請
に
つ
い
て

　　
県
道
の
維
持
管
理
に

　
　
つ
い
て
は
引
き
続
き

　
　
県
に
要
請
し
て
い
く

問　
床
並
の
道
路
側
の
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
や
支
柱
が
邪
魔
で
幅
が

狭
く
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、積
雪
時

の
危
険
回
避
が
出
来
な
い
。

　

側
溝
に
枯
葉
等
が
詰
ま
り
降

雨
時
に
水
が
道
路
上
を
横
断
す

る
危
険
性
が
あ
る
。

　

冬
期
に
は
、凍
結
の
危
険
性

も
あ
る
。県
が
掃
除
し
な
い
の
な

ら
町
で
代
行
の
対
応
を
。

町
長　
県
に
よ
る
と
側
溝
の
清

掃
等
の
管
理
は
、道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
で
著
し
い
と
さ
れ
た
箇
所
で

あ
れ
ば
予
算
内
で
検
討
す
る
と

の
返
答
だ
っ
た
。

　

県
道
で
あ
る
た
め
町
で
の
代
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敵
な
大
学
生
に
な
り
た
い
。そ
の

た
め
に
は
も
っ
と
勉
強
を
頑
張

ろ
う
」と
い
う
気
持
ち
、つ
ま
り

学
習
意
欲
を
強
め
た
こ
と
が
、

こ
の
取
組
の
一
番
の
成
果
だ
と

感
じ
て
い
る
。

　

公
設
町
営
塾
の
開
設
準
備
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、プ
ロ
ポ

ー
ザ
ル
で
決
定
し
た
、塾
開
設
を

専
門
に
手
が
け
る
企
業「
フ
ァ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
ベ
ー
ス
」と
６
月
に

連
携
協
定
を
締
結
し
、８
月
に

担
当
者
の
着
任
式
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、少
し
で
も
阿
武
町
の
子

ど
も
た
ち
の
実
態
に
即
し
た
塾

に
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、担
当

者
が
何
度
も
学
校
に
入
り
、教

員
と
話
を
し
、授
業
中
の
子
ど

も
の
様
子
を
参
観
し
て
い
る
。

　

今
後
の
取
組
と
し
て
、実
験
的

に
模
擬
塾
を
開
設
し
、塾
の
お
試

し
体
験
を
行
い
、ど
ん
な
塾
を
作

ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
、反
対
に

ど
ん
な
塾
を
作
っ
て
欲
し
い
の

か
、「
保
護
者
と
の
意
見
交
換
会
」

も
開
催
予
定
で
あ
り
、す
で
に
案

内
の
チ
ラ
シ
が
配
ら
れ
て
い
る
。

　

検
討
課
題
と
し
て
、塾
の
場
所

を
ど
こ
に
す
る
の
か
、保
護
者
に

経
費
負
担
を
ど
の
程
度
し
て
も

ら
う
の
か
、な
ど
あ
る
が
、当
初

の
計
画
通
り
準
備
が
進
ん
で
い

る
と
い
っ
た
状
況
だ
。

行
は
難
し
い
。

　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
支
柱
の
撤

去
、更
に
は
日
常
に
お
け
る
側
溝

に
た
ま
っ
た
枯
葉
等
の
除
去
等
、

維
持
管
理
の
徹
底
も
併
せ
て
、

県
に
要
望
し
て
い
く
。

　
バ
ス（
福
賀
線
）廃
止
の

具
体
的
な
代
替
案
は

　
高
校
生
の
通
学
や
あ
ぶ

　
診
療
所
へ
の
移
動
等
に

　
対
応
で
き
る
る
仕
組
み

　
ミ
ニ
バ
ン
タイ
プ
の　

　
車
両
変
更
も
視
野
に

検
討
を
進
め
る

問　
利
用
者
が
極
め
て
少
な
く

空
気
を
乗
せ
て
走
っ
て
い
る
と

揶
揄
さ
れ
廃
止
も
仕
方
が
な
い

と
思
う
が
、代
替
案
を
示
さ
な
い

と
混
乱
し
不
満
を
生
む
の
で
は
。

町
長　
1
便
あ
た
り
の
乗
車
数

は
、福
賀
便
１
便
あ
た
り
平
均

0.66
人
、宇
田
郷
便
は
１
便
あ
た

り
2.3
人
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
、1
5
6
0
万
円

の
赤
字
補
填
を
続
け
る
の
は
、困

難
で
あ
る
。

　

基
本
的
に
は
デ
マ
ン
ド
交
通

に
工
夫
を
加
え
た
形
で
高
校
生

の
通
学
、あ
ぶ
診
療
所
へ
の
移
動

等
に
対
応
出
来
る
仕
組
み
や
ミ

ニ
バ
ン
タ
イ
プ
の
車
両
変
更
も

視
野
に
検
討
を
進
め
て
行
く
。

　

　
あ
ぶ
診
療
所
に
つ
い
て

　
新
診
療
所
の
施
設
完
成

　
は
来
年
７
月
を
予
定

　
遠
隔
診
療
が
で
き
る

　
「
専
用
診
療
車
」は

　
令
和
10
年
度
の
運
用

　
開
始
予
定

問　
開
設
に
向
け
て
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
今
後
の
展
開
お
よ
び

遠
隔
診
療
の
概
要
は
。

町
長　
今
年
の
９
月
１
日
か
ら

「
阿
武
町
国
民
健
康
保
険
あ
ぶ

診
療
所
」を
開
始
。

　

診
療
日
数
も
0.5
日
増
や
し
て
、

週
３
日
と
し
た
。

　

ど
の
地
域
で
も
医
師
が
不
足

し
て
お
り
医
師
の
確
保
を
各
方

面
と
協
議
し
て
い
る
。

　

新
診
療
所
の
施
設
完
成
は
、

令
和
８
年
７
月
を
予
定
し
、準

備
を
整
え
同
年
10
月
１
日
に

は
、週
５
日
診
療
の
診
療
所
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
い
。

　

電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
た
事

で
、遠
隔（
オ
ン
ラ
イ
ン
）診
療
が

可
能
と
な
る
。

　

医
師
不
足
が
深
刻
化
し
、町

民
の
高
齢
化
が
進
み
、通
院
が

困
難
な
患
者
さ
ん
が
増
加
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、「
専

用
診
療
車
」を
令
和
９
年
度
内

に
導
入
し
、令
和
10
年
度
の
運

用
開
始
を
考
え
て
い
る
。

　

　
公
設
町
営
塾
等
の

今
後
の
展
望
は

　
町
長
と
し
て
も
教
育
環

　
境
の
整
備
に
積
極
的
に

関
わ
り
た
い

問　
平
成
27
年
４
月
の
教
育
委

員
会
制
度
の
改
正
で
、町
長
と

教
育
委
員
会
が
教
育
行
政
に
つ

い
て
協
議
調
整
す
る「
総
合
教
育

会
議
」が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、町
長
が
教
育
の
目
標
や
施

策
の
基
本
的
な
方
針
と
な
る

「
大
綱
」を
策
定
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　

今
回
の
取
り
組
み
は
、そ
れ
を

受
け
て
町
長
な
り
の
教
育
改
革

だ
と
推
測
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、他
の
市
町
を
一
歩
も

二
歩
も
リ
ー
ド
し
て
い
る
と
感

じ
る
が
、今
後
の
展
開
は
。

町
長　
教
育
委
員
会
と
の
連
携

を
密
に
し
な
が
ら
、町
の
宝
で
あ

る
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の

整
備
や
学
力
向
上
対
策
も
含
め

た
教
育
行
政
に
、町
長
と
し
て
積

極
的
に
支
援
し
て
い
き
た
い
。

　
今
後
の
農
業
の

　
事
業
継
承
に
つ
い
て

　
事
業
承
継
の
た
め
の

　
支
援
を
で
き
る
限
り

行
っ
て
い
く

問　
急
激
に
米
価
は
高
騰
し
た

が
、様
々
な
物
、全
て
の
経
費
も

高
騰
し
て
お
り
、依
然
と
し
て
稲

作
農
家
を
継
続
す
る
こ
と
は
、

難
し
い
。

　

後
継
者
不
足
も
顕
著
で
あ
り
、

そ
ん
な
中
、農
業
の
事
業
継
承

が
始
ま
っ
て
い
る
。こ
の
事
は
、

今
後
の
モ
デ
ル
事
例
に
な
る
と

思
う
。

町
長 

今
年
、米
の
概
算
金
が
大

幅
に
上
昇
し
、消
費
者
に
す
れ
ば

安
い
方
が
良
い
が
一
定
水
準
の

生
産
者
米
価
の
安
定
的
確
保
は
、

再
生
産
へ
の
投
資
に
よ
る
持
続

性
の
担
保
、地
域
農
業
の
発
展

と
な
る
。

　

価
格
維
持
を
す
れ
ば
後
継
者

は
地
方
に
残
り
、人
口
流
失
阻

止
の
大
き
な
力
と
な
る
。

　

今
回
の
件
は
、一
筋
の
明
か
り

が
灯
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

就
農
者
支
援
に
つ
い
て
、数
年

前
か
ら
事
業
継
承
者
が
あ
れ
ば
、

自
分
の
持
つ
技
術
と
ハ
ウ
ス
や

栽
培
に
必
要
な
機
械
等
を
譲
渡

す
る
旨
の
意
向
を
農
家
か
ら
伺

っ
て
い
た
。

　

町
内
の
第
１
次
産
業
に
お
い

て
、高
齢
化
と
担
い
手
不
足
が
進

行
す
る
対
策
と
し
て
、令
和
３
年

か
ら
制
度
化
。

　

町
独
自
の
制
度
で
あ
る「
阿

武
町
が
ん
ば
る
農
林
水
産
業
就

業
・
経
営
等
支
援
補
助
金
」を
活

用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、国
や
県
の
支
援
対
象

外
の
就
業
者
を
対
象
に
、事
業

継
承
の
た
め
の
研
修
を
受
け
る

者
に
対
し
、年
間
90
万
円
研
修

費
を
助
成
、指
導
農
家
に
、年
間

12
万
円
の
指
導
費
を
補
助
す
る

制
度
で
あ
る
。

　

施
設
や
作
物
の
栽
培
が
継
続

で
き
る
よ
う
、内
容
を
柔
軟
に
見

直
す
こ
と
も
視
野
に
入
れ
で
き

る
限
り
の
支
援
を
し
て
行
き
た

い
。

　
キ
ャン
プ
場
や　

道
の
駅
の
現
状
は

　
経
営
方
針
の
見
直
し
や

　
業
務
改
善
に
よ
り

　
生
産
性
の
向
上
を
目
指

　
し
給
与
待
遇
改
善
や

　
福
利
厚
生
充
実
に
よ
り

　
魅
力
を
高
め
る
職
場
を

　
目
指
し
て
い
る
。

問　
キ
ャ
ン
プ
場
の
オ
ー
プ
ン

以
降
、年
々
、利
用
者
、売
上
は
減

少
傾
向
で
あ
り
、道
の
駅
と
あ
わ

せ
て
の
従
業
員
数
も
減
少
し
て

い
る
。

　

当
初
の
手
ぶ
ら
キ
ャ
ン
プ
の

様
な
付
加
価
値
を
付
け
た
販
売

プ
ラ
ン
や
、そ
の
た
め
の
人
員
確

保
等
、影
響
は
な
い
の
か
。

　

ま
た
、今
後
地
域
の
雇
用
創

出
や
地
域
活
性
化
と
い
っ
た
道

の
駅
の
役
割
を
果
た
し
て
い
け

る
の
か
。

町
長　
キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
状

況
は
、残
念
な
が
ら
若
干
減
少

傾
向
だ
が
、キ
ャ
ン
プ
場
整
備
の

検
討
段
階
で
、当
然
予
測
し
て
お

り
、他
に
な
い
魅
力
あ
る
キ
ャ
ン

プ
場
に
な
る
よ
う
、「（
一
社
）

あ
ぶ
ナ
ビ
」が
し
っ
か
り
機
能
し
、

体
験
型
コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
さ

せ
る
事
を
考
え
て
い
た
が
、ま
だ

ま
だ
上
手
く
機
能
し
て
い
な
い

と
思
う
。

　

キ
ャ
ン
プ
場
の
運
営
は
、損
益

差
し
引
き
ゼ
ロ
で
維
持
し
、縁
側

機
能
や
キ
ャ
ン
プ
場
利
用
者
に

よ
る
道
の
駅
や
町
内
の
商
店
で

の
買
い
物
、温
泉
利
用
に
よ
る
道

の
駅
全
体
の
売
り
上
げ
増
加
等
、

相
乗
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。

　

経
済
効
果
が
ど
の
程
度
に
な

る
か
、見
え
る
化
し
、事
業
効
果

を
町
民
に
説
明
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
、現
在「
A
B
U
キ
ャ

ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
が
道
の
駅
や

町
に
も
た
ら
す
経
済
波
及
効

果
」の
算
出
を
、「（
一
社
）ち
い
き

未
来
研
究
所
」に
業
務
委
託
し
、

検
討
が
進
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、道
の
駅
の
経
営
に
つ
い

て
は
、毎
月
、社
長
と
定
例
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、売
り
上
げ
状

況
等
の
報
告
を
受
け
、必
要
に
よ

り
私
も
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

　

従
業
員
数
の
減
少
に
つ
い
て

は
、社
長
交
代
に
よ
る
経
営
方

針
の
見
直
し
や
、業
務
改
善
に
着

手
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
、各

部
署
間
の
縦
割
り
の
硬
直
し
た

体
制
の
見
直
し
で
、人
的
経
費
を

抑
え
、少
し
で
も
売
り
上
げ
ロ
ス

を
減
ら
す
た
め
の
、努
力
を
し
て

い
る
と
考
え
る
。

　

今
後
の
人
手
不
足
や
、最
低

賃
金
引
き
上
げ
に
対
応
す
る
た

め
、販
売
管
理
費
の
過
半
を
占

め
る
人
件
費
の
適
正
化
を
図
り
、

少
数
精
鋭
で
業
務
が
遂
行
で
き

る
よ
う
、「
人
事
生
産
性
」の
向
上

に
注
目
し
、業
務
の
見
直
し
や
人

員
配
置
の
変
更
な
ど
、筋
肉
質

な
業
務
改
善
を
行
っ
た
結
果
で

も
あ
り
、給
与
待
遇
改
善
、福
利

厚
生
充
実
に
も
繋
が
り
、魅
力

と
や
る
気
を
高
め
る
職
場
を
目

指
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
無
角
和
種
の
今
後
の
展
望

　
について

　
増
頭
や
畜
舎
の
増
改
築

　
に
つ
い
て
は
今
後
３
年

　
間
の
事
業
の
中
で

　
飼
育
、経
営
面
か
ら

　
適
正
頭
数
を
見
定
め

　
一
定
の
目
途
が
立
っ
た

　
後
に
進
め
る
べ
き
と

　
考
え
る
。

問　
こ
こ
数
年
、無
角
和
種
の

商
品
開
発
等
、以
前
に
比
べ
て
無

角
和
種
の
名
を
目
に
す
る
機
会

が
増
え
、実
際
、出
荷
時
の
単
価

が
上
が
っ
た
事
や
肥
育
状
態
も

以
前
よ
り
改
善
さ
れ
て
い
る
話

も
聞
く
。

　
「
無
角
和
種
を
軸
と
し
た
シ
テ

ィ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
推
進
事
業
」

に
よ
り
、今
後
、需
要
が
高
ま
る

と
、そ
れ
に
対
し
て
の
供
給
体
制

は
ど
う
な
る
の
か
、増
頭
や
、そ

の
場
合
に
は
畜
舎
の
増
築
等
も

必
要
と
な
る
よ
う
に
思
う
が
、

今
後
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

町
長　
今
年
度
か
ら
の
事
業
は
、

町
の
特
産
品
の
、無
角
和
種
を

最
大
限
に
活
用
し
た
シ
テ
ィ
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ（
名
産
地
化
）を
実

現
す
る
こ
と
で
、他
の
農
林
水
産

物
の
消
費
拡
大
や
観
光
拡
大
に

も
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
る
。

　

放
牧
肥
育
に
よ
る「
生
産
試

験
事
業
」、年
２
回
の
追
加
出
荷

に
よ
り
、流
通
や
消
費
者
の
デ
ー

タ
収
集
を
行
う「
テ
ス
ト
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
事
業
」、町
特
産
品
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
や
す
た
め

の
、「
端
材
利
用
開
発
テ
ス
ト
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」の
３
つ
の
検
証

事
業
に
よ
り
、繁
殖
牛
、肥
育
牛

の
飼
養
頭
数
を
、放
牧
地
や
草

地
な
ど
総
合
的
に
検
討
す
る
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
、飼
育
、

経
営
面
か
ら
適
正
頭
数
を
見
極

め
た
上
で
、多
大
な
経
費
が
必

要
な
、畜
舎
の
増
改
築
は
、ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
含
め
て
、相
当

の
経
常
経
費
も
必
要
と
な
る
為
、

一
定
の
目
途
が
立
っ
た
段
階
で

進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
Ａ
Ｂ
Ｕ
チ
ャ
レ
ン
ジ

　
セ
ミ
ナ
ー
の
成
果
と

　
公
設
町
営
塾
の
進
捗

　
状
況
は

　
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

　
非
常
に
有
意
義
な
時
間

　
だ
っ
た
と
聞
い
て
お
り

　
公
設
町
営
塾
は
検
討
課

　
題
は
あ
る
が
計
画
通

　
り
準
備
が
進
ん
で
い
る

問　
新
た
な
試
み
と
し
て
、山
口

大
学
や
山
口
県
立
大
学
と
連
携

し
た「
Ａ
Ｂ
Ｕ
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ

ナ
ー
」を
開
催
し
た
が
、結
果
と

し
て
子
ど
も
た
ち
に
ど
の
よ
う

な
変
容
や
、成
果
が
見
ら
れ
た
の

か
。

　

ま
た
、公
設
町
営
塾
の
開
設

の
、進
捗
状
況
は
。

教
育
長   

夏
休
み
８
回
の
勉
強

会
で
学
力
が
大
き
く
伸
び
る
と

は
考
え
て
い
な
い
が
、大
学
生
に

教
え
て
も
ら
っ
て
、「
わ
か
っ
た
」、

「
で
き
た
」と
い
う
喜
び
や
、「
勉

強
の
成
果
を
夏
休
み
明
け
テ
ス

ト
で
確
か
め
た
い
」、「
自
分
も
素

　　

　

　
（一社
）あ
ぶ
ナ
ビ
に
よ
る

　
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

　　
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
活
用

　
し
て
活
性
化
を
め
ざ
す

問　
道
の
駅
や
キ
ャ
ン
プ
場
等

の
拠
点
整
備
は
進
ん
だ
が
、こ
こ

を
き
っ
か
け
に
、当
初
、（
一
社
）あ

ぶ
ナ
ビ
が
イ
ベ
ン
ト
開
発
を
通

じ
て
、人
や
お
金
を
周
辺
地
域
に

誘
う
目
的
だ
っ
た
と
聞
い
て
い

る
が
、現
状
は
。

町
長　
町
外
か
ら
外
貨
を
獲
得

し
、持
続
可
能
な
稼
げ
る
仕
組

み
等
の
創
造
を
目
標
に
、行
政
に

頼
ら
な
い
民
間
の
組
織
を
令
和

３
年
度
に
立
ち
上
げ
た
。　

　

し
か
し
、様
々
な
課
題
が
浮
か

び
上
が
り
、「
若
い
視
点
の
未
来

志
向
の
新
組
織
で
再
出
発
す
べ

き
で
は
」と
な
り
解
散
し
、そ
の

後
、法
人
化
し
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　

他
市
町
の
成
功
例
は
、い
ず
れ

も
民
間
組
織
出
身
の
経
験
者
が

専
門
的
知
識
で
主
導
さ
れ
て
い

る
。

　

今
回
、事
業
を
活
用
し
地
域

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

制
度
に
乗
り
換
え
、立
て
直
し
を

行
っ
た
。

　

来
町
者
が
自
然
に
ふ
れ
、海
の

恵
み
を
味
わ
い
町
全
域
で
の
交

流・消
費
活
動
に
繋
げ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
県
道
益
田
阿
武
線
の

　
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
お
よ
び

ポ
ー
ル
撤
去
お
よ
び

　
　

 

側
溝
の
清
掃
の

　
要
請
に
つ
い
て

　　
県
道
の
維
持
管
理
に

　
　
つ
い
て
は
引
き
続
き

　
　
県
に
要
請
し
て
い
く

問　
床
並
の
道
路
側
の
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
や
支
柱
が
邪
魔
で
幅
が

狭
く
ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
、積
雪
時

の
危
険
回
避
が
出
来
な
い
。

　

側
溝
に
枯
葉
等
が
詰
ま
り
降

雨
時
に
水
が
道
路
上
を
横
断
す

る
危
険
性
が
あ
る
。

　

冬
期
に
は
、凍
結
の
危
険
性

も
あ
る
。県
が
掃
除
し
な
い
の
な

ら
町
で
代
行
の
対
応
を
。

町
長　
県
に
よ
る
と
側
溝
の
清

掃
等
の
管
理
は
、道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
で
著
し
い
と
さ
れ
た
箇
所
で

あ
れ
ば
予
算
内
で
検
討
す
る
と

の
返
答
だ
っ
た
。

　

県
道
で
あ
る
た
め
町
で
の
代

5



き

行
財
政
改
革
等

特
別
委
員
会

9
月
12
日 

開
催

QQAA

QQAA

松田  穣 委員長
まつだ　 みのる

米津 高明 議員 
よねつ　たかあき

AA QQ

上村 萌那 議員 
かみむら　もな

Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
」整

備
に
よ
り
観
光
振
興
の「
ハ
ブ
」

と
し
て「
関
係
人
口
の
創
出
」を

道
の
駅
と
の
連
携
で
相
乗
効
果

を
図
り
、町
の
活
性
化
の
原
動

力
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
。

　
図
書
ル
ー
ム
の
土
日
開

　
館
に
つ
い
て

　
土
日
の
開
館
は
予
算
的

　
に
厳
し
い

　
住
民
参
画
の
考
え
も

　
必
要

問　
町
民
セ
ン
タ
ー
、宇
田
郷
・

福
賀
支
所
に
あ
る
図
書
ル
ー
ム

は
地
域
住
民
に
と
っ
て
身
近
で

本
に
親
し
む
場
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
。

　

最
近「
土
日
も
利
用
し
た
い
」

と
言
う
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、町
民
セ
ン
タ

ー
の
図
書
ル
ー
ム
は
、９
月
か
ら

月
の
う
ち
３
日
間
で
は
あ
る
が
、

午
前
９
時
か
ら
12
時
ま
で
開
館

す
る
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
教
育
委
員
会
か

ら
１
名
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

で
運
営
す
る
が
、図
書
ル
ー
ム
の

役
割
を
考
え
れ
ば
、土
日
も
安

定
的
に
開
館
し
職
員
を
配
置
す

べ
き
で
は
。

①
現
在
の
土
曜
開
館
を
ど
う
評

価
し
て
い
る
か
。

②
将
来
的
に
、土
日
開
館
し
、職

員
を
配
置
す
る
の
か
。

町
長　
土
日
の
開
館
は
限
ら
れ

た
予
算
と
マ
ン
パ
ワ
ー
の
中
で

は
難
し
い
。

　

今
回
、教
育
委
員
会
と
家
庭

教
育
支
援
チ
ー
ム
の
連
携
で
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
り
、

土
曜
日
の
午
前
中
の
開
館
を
始

め
た
こ
と
は
評
価
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、な
ん
で
も
行
政
に
頼

る
の
で
は
な
く
、住
民
も
で
き
る

こ
と
は
や
る
、町
づ
く
り
に
参
画

す
る
と
い
う
考
え
が
重
要
。

　

現
時
点
で
は
新
た
な
職
員
の

配
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　
高
校
生
の
通
学
費

補
助
に
つ
い
て

　
町
民
の
理
解
が
得
ら
れ

　
な
い
と
考
え
る

　
町
の
魅
力
を

　
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と

　
で
定
住
に
繋
げ
る

問　
町
で
は
様
々
な
子
育
て
支

援
を
拡
充
し
、社
会
増
に
繋
げ
て

き
た
が
、子
育
て
に
は
成
人
ま
で

の
継
続
し
た
支
援
が
必
要
で
あ

る
。

　

特
に
現
在
、高
校
生
と
そ
の

保
護
者
に
対
す
る
支
援
が
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

保
護
者
の
負
担
軽
減
、J
R

山
陰
本
線
の
積
極
利
用
、そ
し
て

若
い
世
代
の
定
住
に
繋
げ
る
た

め
に
も
、高
校
生
の
通
学
費
用
の

助
成
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

町
長   

町
で
は
高
校
生
の
バ
ス
通

学
費
用
助
成
・
下
宿
補
助
金
制

度
な
ど
を
既
に
実
施
し
て
い
る
。

　

周
辺
市
の
実
施
す
る
通
学
補

助
の
補
助
要
件
に
当
て
は
め
て

み
て
も
、J
R
奈
古
駅―

東
萩

駅
間
は
補
助
対
象
外
の
金
額
と

な
っ
て
お
り
、こ
の
通
学
費
用
の

補
助
に
つ
い
て
多
く
の
町
民
の

理
解
が
得
ら
れ
る
と
は
思
わ
な

い
。
　

今
後
、教
育
現
場
の
整
備
を

進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
町
の
魅

力
を
向
上
さ
せ
、P
R
し
て
い
く

こ
と
で
定
住
に
繋
げ
て
い
く
。

診
療
所
等
複
合
施
設
建
設

工
事
の
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

問　
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の

内
容
は
。

健
康
福
祉
課
長　
事
前
に
数
者

よ
り
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、そ
れ

ぞ
れ
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
が
、

作
業
員
の
確
保
が
困
難
な
た
め

辞
退
す
る
等
、最
終
的
に
１
者
の

応
募
と
な
っ
た
。提
案
内
容
を
各

委
員
が
採
点
し
、高
得
点
で
も

あ
っ
た
た
め
、採
用
を
決
定
し
た
。

阿
武
町
薪
ボ
イ
ラ
ー
施
設

整
備
工
事
の
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

問　
薪
を
燃
や
し
た
後
の
灰
に

つ
い
て
、危
険
性
の
な
い
も
の
で

あ
れ
ば
、も
み
殻
等
と
混
ぜ
て
肥

料
に
す
る
な
ど
、再
利
用
の
た
め

の
活
用
が
で
き
な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
年
間

約
１
ト
ン
の
灰
が
出
る
予
定
で
、

産
廃
と
し
て
考
え
て
い
た
が
、肥

料
用
と
し
て
販
売
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
、需
要
が
あ
れ
ば

県
や
保
健
所
に
も
確
認
し
て
再

利
用
の
検
討
も
し
て
い
く
。

令
和
７
年
度
阿
武
町一般

会
計
補
正
予
算（
第
２
回
）

問 

社
会
福
祉
費
の
、高
圧
引
き

込
み
線
移
転
工
事
の
詳
細
は
。

健
康
福
祉
課
長　
診
療
所
建

設
工
事
を
行
う
際
、現
在
の
高

圧
線
が
支
障
と
な
る
た
め
、移

設
を
行
う
。

問　
保
育
所
運
営
費
の
工
事
の

内
容
は
。

健
康
福
祉
課
長　
診
療
所
建

設
工
事
で
、不
用
と
な
っ
た
フ
ェ

ン
ス
が
あ
り
、福
賀
分
園
と
町
営

住
宅
の
境
界
に
あ
る
フ
ェ
ン
ス

が
、裂
け
て
ボ
ロ
ボ
ロ
の
状
態
で

あ
っ
た
為
、再
利
用
し
て
設
置
し

た
。

問　
災
害
復
旧
費
に
か
か
る
復

旧
工
事
の
場
所
や
詳
細
は
。

土
木
建
築
課
長 

今
年
８
月
９

日
〜
12
日
の
豪
雨
に
よ
る
災
害

で
、宇
久
地
区
に
お
い
て
田
の
畦

畔
が
３
か
所
崩
壊
し
た
た
め
、復

旧
を
行
う
。

　

ま
た
下
郷
地
区
で
、郷
川
左

岸
側
の
護
岸
の
浸
食
の
復
旧
を

行
う
が
、郷
川
は
県
の
管
理
と

な
り
、県
が
護
岸
の
復
旧
を
行
い
、

町
は
道
路
の
舗
装
復
旧
を
行
う
。

令
和
６
年
度
阿
武
町
各
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

問　
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
バ
ス

使
用
料
に
つ
い
て
、レ
ノ
フ
ァ
の

試
合
観
戦
に
行
く
為
の
も
の
と

思
う
が
、利
用
者
が
あ
ま
り
い
な

い
と
聞
い
た
が
、利
用
状
況
と

P
R
方
法
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長 

今
年

は
、学
校
行
事
と
重
な
り
、利
用

者
が
７
名
と
少
な
か
っ
た
。広
報

に
チ
ラ
シ
を
入
れ
、各
戸
に
配
布
、

告
知
し
て
い
る
。

問　
町
人
会
及
び
阿
武
町
出
身

者
企
業
訪
問
費
の
内
容
と
活
動

実
績
は
ど
う
な
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
都

市
部
の
町
人
会
訪
問
時
、約
束

の
と
れ
た
企
業
等
、昨
年
は
10

件
を
訪
問
、２
件
の
事
業
者
が
町

内
に
事
業
所
を
開
設
さ
れ
た
。

問　
窓
口
相
談
文
字
お
こ
し
表

示
シ
ス
テ
ム
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
。

健
康
福
祉
課
長　
コ
ロ
ナ
流

行
時
に
、民
間
業
者
が
開
発
し

た
も
の
で
、か
な
り
の
精
度
で
、

間
違
い
な
く
文
字
お
こ
し
を
し

て
く
れ
る
。

　

使
っ
た
時
間
分
使
用
料
が
発

生
す
る
た
め
、必
要
な
方
が
窓

口
に
来
ら
れ
た
時
に
使
用
し
て

い
る
。

　

担
当
者
も
意
思
の
疎
通
が
し

っ
か
り
取
れ
る
た
め
、非
常
に
役

立
っ
て
い
る
。

問　
温
水
プ
ー
ル
多
目
的
ル
ー

ム
空
調
更
新
工
事
に
つ
い
て
、プ

ー
ル
は
無
く
な
る
と
い
う
話
だ

が
、こ
の
空
調
は
ど
う
な
る
の
か
、

ど
こ
か
で
使
う
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長 

当
初

プ
ー
ル
廃
止
の
話
が
あ
る
中
で

は
あ
る
が
、現
利
用
者
が
、猛
暑

の
中
エ
ア
コ
ン
な
し
で
の
利
用

と
い
う
訳
に
も
い
か
な
い
の
で

設
置
し
た
。も
と
も
と
の
埋
め
込

み
式
で
は
な
く
、流
用
可
能
な
吊

り
下
げ
式
の
エ
ア
コ
ン
に
し
た
。

新
施
設
の
管
理
棟
等
、流
用
を

考
え
て
い
る
が
、は
っ
き
り
と
は

決
ま
っ
て
い
な
い
。

問　
A
B
U
ス
イ
ム
ラ
ン
大
会

補
助
金
に
関
し
て
、近
年
の
出
場

者
の
動
向
や
、暑
い
中
、運
営
す

る
ス
タ
ッ
フ
の
様
子
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　
　

　

出
場
者
は
コ
ロ
ナ
を
挟
み
減

少
傾
向
に
感
じ
る
が
、今
年
は

101
名
が
出
場
し
、昨
年
に
比
べ
増

加
し
た
。

　

前
日
の
準
備
や
人
員
の
配
置

な
ど
苦
心
す
る
部
分
も
あ
る
。

　

し
か
し
、大
会
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
、暑
く
て
大
変
だ
と
い
う

意
見
の
ほ
か
、改
善
に
関
す
る
提

案
な
ど
、前
向
き
な
意
見
も
あ

り
、出
場
者
か
ら
は
、大
会
が
好

き
だ
か
ら
、ま
た
、バ
イ
ク
が
無

い
の
で
参
加
し
や
す
い
等
の
意

見
が
多
い
。

　　
道
の
駅
阿
武
町
の
売
り

　
上
げ
計
画
に
つ
い
て

　
今
年
度
は
６００
万
円
の

　
利
益
を
見
込
み

　
観
光
拠
点
の
機
能
強
化

　
で
町
の
活
性
化
を

　
め
ざ
す

問　
第
７
次
阿
武
町
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
で
、道
の
駅
の
売

り
上
げ
が
４
億
５
０
０
０
万
円

と
あ
る
。し
か
し
昨
年
の
実
績
は

４
億
4
5
6
2
万
５
千
円
で
あ

り
、税
引
き
後
の
純
損
失
が
695

万
一
千
円
で
あ
っ
た
。

①
売
り
上
げ
目
標
に
つ
い
て
の

根
拠・計
画
は

②
純
損
失
が
発
生
し
た
が
、収

益
改
善
や
安
定
経
営
を
ど
う
図

る
の
か

③
道
の
駅
の
今
後
の
役
割・位
置

づ
け
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の

か町
長   

売
り
上
げ
目
標
は
、（
株
）

あ
ぶ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
が
立
て

た
令
和
７
年
度
売
り
上
げ
目
標

と
過
去
５
年
間（
令
和
元
年
〜

令
和
５
年
）の
実
績
額
を
平
均

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

収
益
改
善
と
安
定
経
営
に
つ

い
て
は
、令
和
６
年
度
は
、社
長

が
代
わ
り
新
た
な
経
営
方
針
の

も
と
で
始
ま
っ
た
。

　

前
担
当
課
長
と
し
て
改
革
す

べ
き
と
思
っ
て
き
た
こ
と
に
つ
い

て
、１
年
間
の
猶
予
を
与
え
数
ヶ

月
は
じ
っ
く
り
考
え
て
、そ
れ
で

も
や
る
べ
き
と
思
う
の
で
あ
れ

ば
、思
い
切
り
や
っ
た
う
え
で
し

っ
か
り
収
益
を
出
し
、従
業
員
や

生
産
者
に
還
元
す
る
よ
う
求
め

た
。

　

令
和
６
年
度
の
売
り
上
げ
減

収
・
赤
字
に
つ
い
て
は
、夏
の
猛

暑
、冬
の
寒
波
そ
し
て
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
や
週
末
ご
と
に
雨

な
ど
の
悪
天
候
に
よ
る
来
客
数

の
減
少
、光
熱
費
・
人
件
費
の
高

騰
な
ど
や
、10
年
を
経
過
し
た

道
の
駅
の
各
施
設
の
修
繕
費
増

加
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

収
益
改
善
策
は
、人
件
費
の

適
正
化
と
し
て
少
数
精
鋭
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
積
極
的
な
配
信
、

ま
た
生
産
者
と
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ

ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た
。

　

こ
れ
ら
の
体
質
改
善
が
功
を

奏
し
令
和
５
年
度
約
500
万
円
の

経
常
利
益
を
出
し
た
４
〜
７
月

を
比
較
し
た
結
果
、今
年
度
は
、

売
り
上
げ
で
565
万
４
千
円
、経

常
利
益
で
224
万
９
千
円
の
増
と

な
り
、600
〜
700
万
円
の
利
益
を

見
込
ん
で
い
る
。

　

今
後
の
役
割
と
位
置
づ
け
は
、

従
来
の
機
能
に「
地
方
創
生
・
観

光
拠
点
」の
機
能
を
プ
ラ
ス
、「
Ａ

6



Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
」整

備
に
よ
り
観
光
振
興
の「
ハ
ブ
」

と
し
て「
関
係
人
口
の
創
出
」を

道
の
駅
と
の
連
携
で
相
乗
効
果

を
図
り
、町
の
活
性
化
の
原
動

力
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
。

　
図
書
ル
ー
ム
の
土
日
開

　
館
に
つ
い
て

　
土
日
の
開
館
は
予
算
的

　
に
厳
し
い

　
住
民
参
画
の
考
え
も

　
必
要

問　
町
民
セ
ン
タ
ー
、宇
田
郷
・

福
賀
支
所
に
あ
る
図
書
ル
ー
ム

は
地
域
住
民
に
と
っ
て
身
近
で

本
に
親
し
む
場
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
。

　

最
近「
土
日
も
利
用
し
た
い
」

と
言
う
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、町
民
セ
ン
タ

ー
の
図
書
ル
ー
ム
は
、９
月
か
ら

月
の
う
ち
３
日
間
で
は
あ
る
が
、

午
前
９
時
か
ら
12
時
ま
で
開
館

す
る
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
教
育
委
員
会
か

ら
１
名
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

で
運
営
す
る
が
、図
書
ル
ー
ム
の

役
割
を
考
え
れ
ば
、土
日
も
安

定
的
に
開
館
し
職
員
を
配
置
す

べ
き
で
は
。

①
現
在
の
土
曜
開
館
を
ど
う
評

価
し
て
い
る
か
。

②
将
来
的
に
、土
日
開
館
し
、職

員
を
配
置
す
る
の
か
。

町
長　
土
日
の
開
館
は
限
ら
れ

た
予
算
と
マ
ン
パ
ワ
ー
の
中
で

は
難
し
い
。

　

今
回
、教
育
委
員
会
と
家
庭

教
育
支
援
チ
ー
ム
の
連
携
で
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
り
、

土
曜
日
の
午
前
中
の
開
館
を
始

め
た
こ
と
は
評
価
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、な
ん
で
も
行
政
に
頼

る
の
で
は
な
く
、住
民
も
で
き
る

こ
と
は
や
る
、町
づ
く
り
に
参
画

す
る
と
い
う
考
え
が
重
要
。

　

現
時
点
で
は
新
た
な
職
員
の

配
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　
高
校
生
の
通
学
費

補
助
に
つ
い
て

　
町
民
の
理
解
が
得
ら
れ

　
な
い
と
考
え
る

　
町
の
魅
力
を

　
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と

　
で
定
住
に
繋
げ
る

問　
町
で
は
様
々
な
子
育
て
支

援
を
拡
充
し
、社
会
増
に
繋
げ
て

き
た
が
、子
育
て
に
は
成
人
ま
で

の
継
続
し
た
支
援
が
必
要
で
あ

る
。

　

特
に
現
在
、高
校
生
と
そ
の

保
護
者
に
対
す
る
支
援
が
必
要

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　

保
護
者
の
負
担
軽
減
、J
R

山
陰
本
線
の
積
極
利
用
、そ
し
て

若
い
世
代
の
定
住
に
繋
げ
る
た

め
に
も
、高
校
生
の
通
学
費
用
の

助
成
が
で
き
な
い
か
伺
う
。

町
長   

町
で
は
高
校
生
の
バ
ス
通

学
費
用
助
成
・
下
宿
補
助
金
制

度
な
ど
を
既
に
実
施
し
て
い
る
。

　

周
辺
市
の
実
施
す
る
通
学
補

助
の
補
助
要
件
に
当
て
は
め
て

み
て
も
、J
R
奈
古
駅―

東
萩

駅
間
は
補
助
対
象
外
の
金
額
と

な
っ
て
お
り
、こ
の
通
学
費
用
の

補
助
に
つ
い
て
多
く
の
町
民
の

理
解
が
得
ら
れ
る
と
は
思
わ
な

い
。
　

今
後
、教
育
現
場
の
整
備
を

進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
町
の
魅

力
を
向
上
さ
せ
、P
R
し
て
い
く

こ
と
で
定
住
に
繋
げ
て
い
く
。

診
療
所
等
複
合
施
設
建
設

工
事
の
請
負
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

問　
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の

内
容
は
。

健
康
福
祉
課
長　
事
前
に
数
者

よ
り
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、そ
れ

ぞ
れ
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
が
、

作
業
員
の
確
保
が
困
難
な
た
め

辞
退
す
る
等
、最
終
的
に
１
者
の

応
募
と
な
っ
た
。提
案
内
容
を
各

委
員
が
採
点
し
、高
得
点
で
も

あ
っ
た
た
め
、採
用
を
決
定
し
た
。

阿
武
町
薪
ボ
イ
ラ
ー
施
設

整
備
工
事
の
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

問　
薪
を
燃
や
し
た
後
の
灰
に

つ
い
て
、危
険
性
の
な
い
も
の
で

あ
れ
ば
、も
み
殻
等
と
混
ぜ
て
肥

料
に
す
る
な
ど
、再
利
用
の
た
め

の
活
用
が
で
き
な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
年
間

約
１
ト
ン
の
灰
が
出
る
予
定
で
、

産
廃
と
し
て
考
え
て
い
た
が
、肥

料
用
と
し
て
販
売
し
て
い
る
自

治
体
も
あ
り
、需
要
が
あ
れ
ば

県
や
保
健
所
に
も
確
認
し
て
再

利
用
の
検
討
も
し
て
い
く
。

令
和
７
年
度
阿
武
町一般

会
計
補
正
予
算（
第
２
回
）

問 

社
会
福
祉
費
の
、高
圧
引
き

込
み
線
移
転
工
事
の
詳
細
は
。

健
康
福
祉
課
長　
診
療
所
建

設
工
事
を
行
う
際
、現
在
の
高

圧
線
が
支
障
と
な
る
た
め
、移

設
を
行
う
。

問　
保
育
所
運
営
費
の
工
事
の

内
容
は
。

健
康
福
祉
課
長　
診
療
所
建

設
工
事
で
、不
用
と
な
っ
た
フ
ェ

ン
ス
が
あ
り
、福
賀
分
園
と
町
営

住
宅
の
境
界
に
あ
る
フ
ェ
ン
ス

が
、裂
け
て
ボ
ロ
ボ
ロ
の
状
態
で

あ
っ
た
為
、再
利
用
し
て
設
置
し

た
。

問　
災
害
復
旧
費
に
か
か
る
復

旧
工
事
の
場
所
や
詳
細
は
。

土
木
建
築
課
長 

今
年
８
月
９

日
〜
12
日
の
豪
雨
に
よ
る
災
害

で
、宇
久
地
区
に
お
い
て
田
の
畦

畔
が
３
か
所
崩
壊
し
た
た
め
、復

旧
を
行
う
。

　

ま
た
下
郷
地
区
で
、郷
川
左

岸
側
の
護
岸
の
浸
食
の
復
旧
を

行
う
が
、郷
川
は
県
の
管
理
と

な
り
、県
が
護
岸
の
復
旧
を
行
い
、

町
は
道
路
の
舗
装
復
旧
を
行
う
。

令
和
６
年
度
阿
武
町
各
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定

に
つ
い
て

問　
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
バ
ス

使
用
料
に
つ
い
て
、レ
ノ
フ
ァ
の

試
合
観
戦
に
行
く
為
の
も
の
と

思
う
が
、利
用
者
が
あ
ま
り
い
な

い
と
聞
い
た
が
、利
用
状
況
と

P
R
方
法
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長 

今
年

は
、学
校
行
事
と
重
な
り
、利
用

者
が
７
名
と
少
な
か
っ
た
。広
報

に
チ
ラ
シ
を
入
れ
、各
戸
に
配
布
、

告
知
し
て
い
る
。

問　
町
人
会
及
び
阿
武
町
出
身

者
企
業
訪
問
費
の
内
容
と
活
動

実
績
は
ど
う
な
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長　
都

市
部
の
町
人
会
訪
問
時
、約
束

の
と
れ
た
企
業
等
、昨
年
は
10

件
を
訪
問
、２
件
の
事
業
者
が
町

内
に
事
業
所
を
開
設
さ
れ
た
。

問　
窓
口
相
談
文
字
お
こ
し
表

示
シ
ス
テ
ム
の
利
用
状
況
に
つ

い
て
。

健
康
福
祉
課
長　
コ
ロ
ナ
流

行
時
に
、民
間
業
者
が
開
発
し

た
も
の
で
、か
な
り
の
精
度
で
、

間
違
い
な
く
文
字
お
こ
し
を
し

て
く
れ
る
。

　

使
っ
た
時
間
分
使
用
料
が
発

生
す
る
た
め
、必
要
な
方
が
窓

口
に
来
ら
れ
た
時
に
使
用
し
て

い
る
。

　

担
当
者
も
意
思
の
疎
通
が
し

っ
か
り
取
れ
る
た
め
、非
常
に
役

立
っ
て
い
る
。

問　
温
水
プ
ー
ル
多
目
的
ル
ー

ム
空
調
更
新
工
事
に
つ
い
て
、プ

ー
ル
は
無
く
な
る
と
い
う
話
だ

が
、こ
の
空
調
は
ど
う
な
る
の
か
、

ど
こ
か
で
使
う
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長 

当
初

プ
ー
ル
廃
止
の
話
が
あ
る
中
で

は
あ
る
が
、現
利
用
者
が
、猛
暑

の
中
エ
ア
コ
ン
な
し
で
の
利
用

と
い
う
訳
に
も
い
か
な
い
の
で

設
置
し
た
。も
と
も
と
の
埋
め
込

み
式
で
は
な
く
、流
用
可
能
な
吊

り
下
げ
式
の
エ
ア
コ
ン
に
し
た
。

新
施
設
の
管
理
棟
等
、流
用
を

考
え
て
い
る
が
、は
っ
き
り
と
は

決
ま
っ
て
い
な
い
。

問　
A
B
U
ス
イ
ム
ラ
ン
大
会

補
助
金
に
関
し
て
、近
年
の
出
場

者
の
動
向
や
、暑
い
中
、運
営
す

る
ス
タ
ッ
フ
の
様
子
は
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　
　

　

出
場
者
は
コ
ロ
ナ
を
挟
み
減

少
傾
向
に
感
じ
る
が
、今
年
は

101
名
が
出
場
し
、昨
年
に
比
べ
増

加
し
た
。

　

前
日
の
準
備
や
人
員
の
配
置

な
ど
苦
心
す
る
部
分
も
あ
る
。

　

し
か
し
、大
会
後
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
、暑
く
て
大
変
だ
と
い
う

意
見
の
ほ
か
、改
善
に
関
す
る
提

案
な
ど
、前
向
き
な
意
見
も
あ

り
、出
場
者
か
ら
は
、大
会
が
好

き
だ
か
ら
、ま
た
、バ
イ
ク
が
無

い
の
で
参
加
し
や
す
い
等
の
意

見
が
多
い
。

　　
道
の
駅
阿
武
町
の
売
り

　
上
げ
計
画
に
つ
い
て

　
今
年
度
は
６００
万
円
の

　
利
益
を
見
込
み

　
観
光
拠
点
の
機
能
強
化

　
で
町
の
活
性
化
を

　
め
ざ
す

問　
第
７
次
阿
武
町
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
で
、道
の
駅
の
売

り
上
げ
が
４
億
５
０
０
０
万
円

と
あ
る
。し
か
し
昨
年
の
実
績
は

４
億
4
5
6
2
万
５
千
円
で
あ

り
、税
引
き
後
の
純
損
失
が
695

万
一
千
円
で
あ
っ
た
。

①
売
り
上
げ
目
標
に
つ
い
て
の

根
拠・計
画
は

②
純
損
失
が
発
生
し
た
が
、収

益
改
善
や
安
定
経
営
を
ど
う
図

る
の
か

③
道
の
駅
の
今
後
の
役
割・位
置

づ
け
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
の

か町
長   

売
り
上
げ
目
標
は
、（
株
）

あ
ぶ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
が
立
て

た
令
和
７
年
度
売
り
上
げ
目
標

と
過
去
５
年
間（
令
和
元
年
〜

令
和
５
年
）の
実
績
額
を
平
均

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

収
益
改
善
と
安
定
経
営
に
つ

い
て
は
、令
和
６
年
度
は
、社
長

が
代
わ
り
新
た
な
経
営
方
針
の

も
と
で
始
ま
っ
た
。

　

前
担
当
課
長
と
し
て
改
革
す

べ
き
と
思
っ
て
き
た
こ
と
に
つ
い

て
、１
年
間
の
猶
予
を
与
え
数
ヶ

月
は
じ
っ
く
り
考
え
て
、そ
れ
で

も
や
る
べ
き
と
思
う
の
で
あ
れ

ば
、思
い
切
り
や
っ
た
う
え
で
し

っ
か
り
収
益
を
出
し
、従
業
員
や

生
産
者
に
還
元
す
る
よ
う
求
め

た
。

　

令
和
６
年
度
の
売
り
上
げ
減

収
・
赤
字
に
つ
い
て
は
、夏
の
猛

暑
、冬
の
寒
波
そ
し
て
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
や
週
末
ご
と
に
雨

な
ど
の
悪
天
候
に
よ
る
来
客
数

の
減
少
、光
熱
費
・
人
件
費
の
高

騰
な
ど
や
、10
年
を
経
過
し
た

道
の
駅
の
各
施
設
の
修
繕
費
増

加
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

収
益
改
善
策
は
、人
件
費
の

適
正
化
と
し
て
少
数
精
鋭
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
積
極
的
な
配
信
、

ま
た
生
産
者
と
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ

ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
た
。

　

こ
れ
ら
の
体
質
改
善
が
功
を

奏
し
令
和
５
年
度
約
500
万
円
の

経
常
利
益
を
出
し
た
４
〜
７
月

を
比
較
し
た
結
果
、今
年
度
は
、

売
り
上
げ
で
565
万
４
千
円
、経

常
利
益
で
224
万
９
千
円
の
増
と

な
り
、600
〜
700
万
円
の
利
益
を

見
込
ん
で
い
る
。

　

今
後
の
役
割
と
位
置
づ
け
は
、

従
来
の
機
能
に「
地
方
創
生
・
観

光
拠
点
」の
機
能
を
プ
ラ
ス
、「
Ａ

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の施行により、平成19年度決算から、健全化判断比率
および公営企業会計の資金不足比率の算定・公表が義務付けられています。

　令和６年度決算に基づく阿武町の健全化判断比率および資金不足比率は下記のとおりです。

　いずれの比率も早期健全化基準・経営健全化基準を大きく下回っており、健全な財政状況にあり、３つの公営
企業会計はいずれも黒字であるため、資金不足比率は、いずれも「 ̶ 」（該当なし）で、健全段階ですが、
引き続き効率的な財政運営に努めていきます。

④ 将来負担比率

③ 実質公債比率

② 連結実質赤字比率

① 実質赤字比率

健全化判断比率

̶

0.1％

̶

̶

阿武町の
算定結果

35.0％

30.0％

20.0％

財政再生基準
（レッドカード）

350.0％

25.0％

20.0％

15.0％

早期健全化基準
（イエローカード）

将来、町が支払う借入金返済額などの割合

１年間で支払った借入金返済額などの割合

全会計（一般会計と７つの特別会計）の赤字の割合

一般会計の赤字の割合

説　明

※一般会計は10億9,035万円 （48.3%）の黒字であるため、実質赤字比率は「 ̶ 」（該当なし）で、健全段階です。

※全会計の合算で12億1,968万円 （54.00%）の黒字であるため、連結実質赤字比率は「 ̶ 」（該当なし）で、健全段階です。

※毎年度、経常的に収入される財源（地方交付税など）のうち実質的な公債費相当額が占める割合の、３ヶ年の平均値です。
　実質公債比率は「0.1％」で、健全段階です。※18.0％を超えると地方債を発行する際に県知事の許可が必要となります。

※将来、負担すべき負債が充当可能な財源で賄えることから、将来負担比率は「 ̶ 」（該当なし）で、健全段階です。

  阿武町の健全化判断比率・資金不足比率の公表

簡易水道事業会計・集落排水事業会計
資金不足比率対象公営企業会計

20.0％̶

阿武町の
算定結果

経営健全化基準
（イエローカード） 総務課 財政係 

☎2-3110
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1億2,472万9千円
1億2,295万6千円
1億2,023万円
1億326万4千円
5,384万2千円
5,194万9千円
4,531万3千円
3,696万7千円
2,968万1千円
2,953万9千円
2,500万8千円
2,492万円
2,439万3千円
2,399万2千円
1,927万2千円
1,864万3千円
1,844万5千円
1,819万8千円
1,775万4千円
1,586万8千円

水産物供給基盤整備事業
萩市消防救急事務事業
町民センター改修工事事業
常備消防通信指令業務共同運用事業経費
ABUファクトリーパーク整備事業
地域内循環地方創生特別事業
海岸保全施設整備事業
生活交通対策事業
町道亀山十王堂線道路改良事業
町道側溝改修事業
美咲第5分譲宅地整備事業
物価高騰対応重点支援給付金事業（定額減税）
町道舗装改修事業
道路メンテナンス事業（水車橋）
保育所運営事業
道の駅産業振興事業
観光振興事業
人口定住促進事業
エネルギー・食料品価格等高騰対策商品券交付事業
草刈作業労力負担軽減事業

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

令和6年度 一般会計 主要２０事業 令和6年度に
町民１人あたりに使った金額は

（一般会計 令和6年度末現在）

民生費
25万8,238円
民生費

25万8,238円

総務費
17万8,485円
総務費

17万8,485円

農林水産業費
16万1,061円
農林水産業費
16万1,061円

教育費
10万9,614円
教育費

10万9,614円

土木費
10万2,034円
土木費

10万2,034円

消防費
10万1,794円
消防費

10万1,794円

公債費
8万4,688円
公債費
8万4,688円

衛生費
7万2,768円
衛生費
7万2,768円

商工費　4万6,963円商工費　4万6,963円

災害復旧費　1,215円
労働費　469円
災害復旧費　1,215円
労働費　469円諸支出金　2万7,152円諸支出金　2万7,152円

議会費　1万4,996円議会費　1万4,996円

総 額
115万9,477円
総 額

115万9,477円

 人口 2,904人
※令和７年３月末現在

令和６年度 一般会計 歳入歳出決算額 款別構成図

民生費
7億4,992万
4,019円

民生費
7億4,992万
4,019円

総務費
5億1,832万
569円

総務費
5億1,832万
569円

農林
水産業費
4億6,772万
1,858円

農林
水産業費
4億6,772万
1,858円教育費

3億1,831万8,890円
教育費
3億1,831万8,890円

土木費
2億9,630万7,074円
土木費
2億9,630万7,074円

消防費
2億9,560万8,429円
消防費
2億9,560万8,429円

公債費
2億4,593万3,104円
公債費
2億4,593万3,104円

衛生費
2億1,131万6,891円
衛生費
2億1,131万6,891円

商工費
1億3,637万9,911円
商工費
1億3,637万9,911円

諸支出金   7,885万0,134円諸支出金   7,885万0,134円
議会費　4354万8,385円議会費　4354万8,385円 災害復旧費

　352万7,700円
労働費
　136万3,000円

災害復旧費
　352万7,700円
労働費
　136万3,000円

歳出：33億6,711万9,964円

地方交付税
20億1,923万
2,000円

地方交付税
20億1,923万
2,000円

繰越金
9億7,566万
3,463円

繰越金
9億7,566万
3,463円

町債
4億260万円
町債

4億260万円

配当割交付金　193万円
交通安全対策特別交付金　
　51万4,000円
利子割交付金
　　　　　17万6,000円

歳入：45億5,535万681円

令和6年度の決算概要

令和６年度 一般会計 および 特別会計 決算額表

一 般 会 計

国民健康保険（事業勘定）

国民健康保険（直診勘定）

後期高齢者医療

介 護 保 険

　 合 計 　

　

特
別
会
計　

　会　計　名　 　 　 歳 　 入 　 　　 　 歳 　 出 　 　
　収支差引残額　

　 予 　 算 　 額 　　 決 　 算 　 額 　　収 入 率　　 予 　 算 　 額 　　 決 　 算 　 額 　　執 行 率　

38億598万9,859円 

5億9,595万6,000円 
5,319万7,000円 
8,871万3,000円 

6億3,406万6,000円 

51億7,792万1,859円 

45億5,535万681円  

5億7,255万312円 
4,465万4,983円 
8,957万9,840円 

6億1,967万4,503円 

58億8,181万319円 

119.69%

96.07%
83.94%
100.98%
97.73%

113.59%

38億598万9,859円 

5億9,595万6,000円 
5,319万7,000円 
8,871万3,000円 

6億3,406万6,000円 

51億7,792万1,859円 

33億6,711万9,964円 

5億6,450万7,614円 
4,460万4,799円 
8,730万6,681円 

5億6,249万4,749円 

46億2,603万3,807円 

88.47%

94.72%
83.85%
98.41%
88.71%

89.34%

11億8,823万717円 

804万2,698円 
5万184円 

227万3,159円 
5,717万9,754円 

12億5,577万6,512円 

簡易水道事業会計

集落排水事業会計

　会　計　名　 　収支差引残額　区　　　　分

収益的収入及び支出
資本的収入及び支出
収益的収入及び支出
資本的収入及び支出

収　入　総　額

7,101万9,290円
1,939万円

1億5,346万9,281円
8,843万7,000円

支　出　総　額

6,709万6,941円
3,031万1,307円

1億4,396万6,888円
1億2,309万5,130円

392万2,349円
△1,092万1,307円
950万2,393円

△3,465万8,130円

阿武町の令和６年度の一般会計と７つの特別会計の
歳入歳出決算は、監査委員２名による監査を経て、
令和７年 第３回 阿武町議会定例会で認定されました。

株式等譲渡所得割交付金　265万8,000円
繰入金　377万8,206円

環境性能割交付金　495万5,000円
寄附金　564万7,400円

法人事業税交付金　696万9,000円
財産収入　1,021万1,728円

地方特例交付金　1,151万1,000円
分担金及び負担金　1,623万4,063円

地方譲与税　4,851万1,000円
使用料及び手数料　5,760万1,204円

諸収入　6,050万6,679円
地方消費税交付金　7,758万4,000円

県支出金　2億5,308万2,086円
町税　2億7,443万9,208円

国庫支出金　3億2,154万6,644円
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一般行政職(上級)… 1人程度　看護師職 … １人一般行政職(上級)… 1人程度　看護師職 … １人

令和7年度  阿武町職員 採用試験令和7年度  阿武町職員 採用試験

●受付期間　 令和7年10月2日（木）～11月13日（木）

●試験日程 　 第１次試験
　　　　　 　　【日 時】 令和7年11月29日（土）
　　　　　　　　　　　　　            9:00～13:00（予定）　
　　　　　 　　【会 場】 阿武町役場 会議室　

　　　　 　　 第２次試験 （第１次試験合格者のみ）
　　　　 　　　【日 時】 令和７年12月20日（土）
　　　　　　　　　　　　　            9:00～12:00（予定）　
　　　 　　　　【会 場】 阿武町役場 会議室　　　　　　　　 　　　　  
●受験資格
　　１．一般行政職：昭和61年４月２日以降に生まれた人（39歳以下)で、四年制大学を
　　　                      卒業した人、または、令和８年３月卒業見込みの人。
　　　 看護師職　：昭和51年４月２日以降に生まれた人（49歳以下)で、看護師資格を
　　　 　　　　　 有する人、または、令和８年３月までに資格取得見込みの人。
       ２．上記１にかかわらず、次のいずれかに該当する人は受験できません。

　　　　（１） 日本国籍を有しない人

　　　　（２） 成年被後見人または被保佐人

　　　　（３） 拘禁刑以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで、
　　　　　　または、その執行を受けることがなくなるまでの人
　　　　（４） 日本国憲法、または、その下に成立した政府を暴力で
　　　　　　破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、
　　　　　　または、これに加入した人

●試験内容
　　【第１次試験】
　　 １．教養試験
              (1)一般行政職（上級）及び(2)看護師職
                   [教養試験]：大学卒業程度 40題（120分）
                      ※ 時事、社会・人文、自然に関する一般知識及び文章理解、判断・数的推理、資料解釈  
　　 ２．性格特性検査　 ： 150題（20分）※公務員に求められる資質の性格特性を把握
　　 ３．職場適応性検査 ： 150題（20分）※職務における対人関係の適応性を把握
　　 ４．作文試験 ： 作文テーマは当日提示（60分、1200字程度）
        【第２次試験】（第１次試験合格者のみ）
　　 １．集団討論
　　 ２．個人面接

 試験職種・
採用予定人員

採用予定者は
1月上旬までに内定し
　　 通知する予定です。
採用は、原則として
　　　令和８年４月１日以降に行います。

問い合わせ・申込み先 
 総務課 行政係

☎ 08388-２-3110

受験案内・申込書は阿武町役場
ウェブサイトに掲載しています。

採用後、
町内に居住できる方に

限ります。
ただし、特別な事情のある方は除きます。

給料（大卒程度）
220,000円（令和７年4月1日現在）
このほか、扶養手当、住居手当、時間外勤務手当、期末
手当、勤勉手当等の諸手当をそれぞれの支給要件に
応じて支給します。
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　10 月 1 日に安全祈願祭が行われ、「阿武町薪ボイラー施設」の
建設が来年３月末の完成を目指して始まりました。
　この施設は、道の駅温泉への熱供給施設で、灯油などの町外資
源ではなく、未利用の町内の木資源を使うことで、エネルギーや
お金の地域内循環を促進するためのものです。
　利用する木は、毎月最終日曜日に奈古の木の駅にて町民の方か
ら受入を行っています。

　10 月 1 日に安全祈願祭が行われ、「阿武町薪ボイラー施設」の
建設が来年３月末の完成を目指して始まりました。
　この施設は、道の駅温泉への熱供給施設で、灯油などの町外資
源ではなく、未利用の町内の木資源を使うことで、エネルギーや
お金の地域内循環を促進するためのものです。
　利用する木は、毎月最終日曜日に奈古の木の駅にて町民の方か
ら受入を行っています。

阿武町薪ボイラー施設
整備工事が始まりました
阿武町薪ボイラー施設
整備工事が始まりました

　10月 7日に、安全祈願祭が行われ、「阿
武町診療所等複合施設」の建設が来年７
月末の完成を目指して始まりました。
　「阿武町診療所等複合施設」は「あぶ
の保健室」をコンセプトに、子どもから
高齢者まで幅広い世代が集まる施設をイ
メージし、赤ちゃんと一緒にくつろげる
畳スペースや勉強に使用できるコーナー
の設置を予定しています。

　10月 7日に、安全祈願祭が行われ、「阿
武町診療所等複合施設」の建設が来年７
月末の完成を目指して始まりました。
　「阿武町診療所等複合施設」は「あぶ
の保健室」をコンセプトに、子どもから
高齢者まで幅広い世代が集まる施設をイ
メージし、赤ちゃんと一緒にくつろげる
畳スペースや勉強に使用できるコーナー
の設置を予定しています。

阿武町診療所等複合施設の整備工事が始まりました阿武町診療所等複合施設の整備工事が始まりました

　９月 26 日、町民センター文化ホールで「第３回 まちの医
療体制に関する説明会」が開催され、町内からおよそ 60 人
の参加がありました。
　説明会では、「阿武町診療所等複合施設」の設計・施工を行っ
ている積水ハウス山口支店の担当者から施設概要について説
がありました。
　「阿武町診療所等複合施設」は、木造２階建てで、延べ床
面積が約 1,450 ㎡、１階に診療所、多目的スペース、山口銀
行阿武支店、２階に医師の研修室、健康福祉課と社会福祉協
議会が入る予定です。
　診療所は診察室が３室あり、発熱外来用の診療室も別に設
け、健診ができる広いスペースも備えています。

　９月 26 日、町民センター文化ホールで「第３回 まちの医
療体制に関する説明会」が開催され、町内からおよそ 60 人
の参加がありました。
　説明会では、「阿武町診療所等複合施設」の設計・施工を行っ
ている積水ハウス山口支店の担当者から施設概要について説
がありました。
　「阿武町診療所等複合施設」は、木造２階建てで、延べ床
面積が約 1,450 ㎡、１階に診療所、多目的スペース、山口銀
行阿武支店、２階に医師の研修室、健康福祉課と社会福祉協
議会が入る予定です。
　診療所は診察室が３室あり、発熱外来用の診療室も別に設
け、健診ができる広いスペースも備えています。

まちの医療体制に関する説明会まちの医療体制に関する説明会

診療所待合室診療所待合室

多目的ホール多目的ホール

診療所外観診療所外観
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教育委員任命式（再任）教育委員任命式（再任）
　10月６日、教育委員任命式が行われ、松原 利直 委員に委嘱状が交付さ
れました。
　これは１期４年の同委員の任期が９月30日をもって満了することに伴い
再任するもので、任命式で委員は「町営塾などもこれから始まる中で、社会教
育の立場で協力させていただきます」と決意を新たに述べられました。

まつばら としなお

山口県央消防指令センターの運用開始
　萩市、山口市、防府市が通信指令業務を共同で行う目的で、山口市役所新庁舎５階に山口県央消防指令セ
ンターを整備しました。
　運用開始に先立ち、10 月 30 日に萩市消防本部管轄区域である阿武町の 119 番回線の切り替え作業を行い
ます。

これまでと同様に119番をダイヤルすれば、消防車・救急車を呼ぶことができます

11月１日
より

このため、１１９番通報の受付場所が

萩市消防本部通信指令室 から 山口県央消防指令センター に変わります。

■山口県央消防指令センターでは、これまでと同様に直接、出動場所の直近にある消防署や出張所、分遣所
　に出動指令を行います。消防車や救急車の到着が遅くなることはありません。
■山口県央消防指令センターには、萩市消防本部からの派遣職員も通信指令員として勤務しています。
■新たに整備する通信指令システムは、固定電話の設置場所や携帯電話の位置情報を利用した最新機能を備
　えており、迅速な災害地点の特定や通報内容を把握することができます。

もしものときは、あわてず119番通報を
【通報する時のポイント】
■消防車や救急車が向かう住所を番地まで正確に伝える。
■住所が不明な時は、付近の目標物（公共施設、寺社、有名な事業所・店舗、バス停、交差点、橋など）を伝える。
■119 番ではなく、消防署や総合事務所に通報すると、場所特定や通報内容の伝達に時間がかかり、出動が
遅れます。必ず 119 番で通報！

出動
指令

出動
指令

総務課 ☎ 2-3110
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　９月 27日、菅原神社秋季例大祭が催
され、奈古地区の４人の子ども（小学１
年生）が神子舞を奉納しました。
　子どもたちは９月 26日の前夜祭と、
本殿祭の２日間、練習した成果を発揮し、
見事な舞を披露しました。
　菅原神社神子舞保存会の小田 利春 会
長は「一度途絶えた伝統を復活すべく保
存会を立ち上げて今まで継続してきた。
令和 11年の式年大祭に向けてこれから
も頑張っていきたい」と話されました。

　９月 27日、菅原神社秋季例大祭が催
され、奈古地区の４人の子ども（小学１
年生）が神子舞を奉納しました。
　子どもたちは９月 26日の前夜祭と、
本殿祭の２日間、練習した成果を発揮し、
見事な舞を披露しました。
　菅原神社神子舞保存会の小田 利春 会
長は「一度途絶えた伝統を復活すべく保
存会を立ち上げて今まで継続してきた。
令和 11年の式年大祭に向けてこれから
も頑張っていきたい」と話されました。

ま ち の 話 題 ABU MonthlyTopics

9/27 菅原神社 神子舞

9/13 山陰本線写真ツアー

　JR東萩駅から奈古駅間で９月13日、JR山陰本線写真ツアーが開催されました。
　これは、JR 山陰本線推進協議会が主催したもので、鉄道写真家の武川 健太さ
んと一緒に鉄道旅を楽しみながら行う写真教室で、県内外から 15 人が参加され
ました。
　参加者は、武川さんのアドバイスを受けながら、山陰本線沿線の美しい景観や
情緒ある街並みを背景に、フリーモデル貂蟬さんを収め、鉄道旅感あふれる写真
を撮影していました。
　参加者からは、「カメラを持ってめぐることで美しい街並みや景色を再発見で
きる素敵な体験になりました」との声もあり、大好評の写真ツアーになりました。

　JR東萩駅から奈古駅間で９月13日、JR山陰本線写真ツアーが開催されました。
　これは、JR 山陰本線推進協議会が主催したもので、鉄道写真家の武川 健太さ
んと一緒に鉄道旅を楽しみながら行う写真教室で、県内外から 15 人が参加され
ました。
　参加者は、武川さんのアドバイスを受けながら、山陰本線沿線の美しい景観や
情緒ある街並みを背景に、フリーモデル貂蟬さんを収め、鉄道旅感あふれる写真
を撮影していました。
　参加者からは、「カメラを持ってめぐることで美しい街並みや景色を再発見で
きる素敵な体験になりました」との声もあり、大好評の写真ツアーになりました。

むかわ　  けんたむかわ　  けんた

ちょうせんちょうせん

　９月 27 日、菅原神社秋季例大祭が催
され、奈古地区の４人の子ども（小学１
年生）が神子舞を奉納しました。
　子どもたちは９月 26 日の前夜祭と、
本殿祭の２日間、練習した成果を発揮し、
見事な舞を披露しました。
　菅原神社神子舞保存会の小田 利春 会
長は「一度途絶えた伝統を復活すべく保
存会を立ち上げて今まで継続してきた。
令和 11 年の式年大祭に向けてこれから
も頑張っていきたい」と話されました。

　９月 27 日、菅原神社秋季例大祭が催
され、奈古地区の４人の子ども（小学１
年生）が神子舞を奉納しました。
　子どもたちは９月 26 日の前夜祭と、
本殿祭の２日間、練習した成果を発揮し、
見事な舞を披露しました。
　菅原神社神子舞保存会の小田 利春 会
長は「一度途絶えた伝統を復活すべく保
存会を立ち上げて今まで継続してきた。
令和 11 年の式年大祭に向けてこれから
も頑張っていきたい」と話されました。
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あなたの身近なまちの話題をお寄せください
まちづくり推進課　☎2-3111

　9月20日、「山口県消防操法大会」が山口市で開
催され、阿武町消防団 福賀分団が「基本操法 小型
ポンプの部」に出場し、準優勝を果たしました。
　総合得点は、84.50点（100点満点中）で、優勝し
た「下関市消防団小月分団」とは５点差でした。
　福賀分団は 10月 5日に行われた総合防災訓練で
も操法のデモンストレーションを披露し、息の合っ
た動きと技術力の高さに多くの方から歓声があ
がっていました。

　9月20日、「山口県消防操法大会」が山口市で開
催され、阿武町消防団 福賀分団が「基本操法 小型
ポンプの部」に出場し、準優勝を果たしました。
　総合得点は、84.50点（100点満点中）で、優勝し
た「下関市消防団小月分団」とは５点差でした。
　福賀分団は 10月 5日に行われた総合防災訓練で
も操法のデモンストレーションを披露し、息の合っ
た動きと技術力の高さに多くの方から歓声があ
がっていました。

9/20 山口県消防操法大会で

福賀分団が準優勝！

　9/22　町営塾「お試し体験会」がスタート

　10月4日まで小学生を対象に計
６回開催しましたが、毎回十数
名の小学生が参加をし、楽しく
学習に取り組む様子が見られま
した。たった数回の体験会でし
たが、それでも多くの子どもた
ちが評価テストの点数が伸びた
という結果を確認することがで
きました。

　10月4日まで小学生を対象に計
６回開催しましたが、毎回十数
名の小学生が参加をし、楽しく
学習に取り組む様子が見られま
した。たった数回の体験会でし
たが、それでも多くの子どもた
ちが評価テストの点数が伸びた
という結果を確認することがで
きました。

　来年春からの「町営塾」開設をめざし、９月 22 日から町教育委員会
主催のもと町民センターで「お試し体験会」が始まりました。
　体験会では、子どもたちの「学力」の実態を把握するとともに、どん
な学習環境が子どもたちのやる気を喚起させるか、阿武町の子どもたち
の実態に合っているかを検証しました。

　来年春からの「町営塾」開設をめざし、９月 22 日から町教育委員会
主催のもと町民センターで「お試し体験会」が始まりました。
　体験会では、子どもたちの「学力」の実態を把握するとともに、どん
な学習環境が子どもたちのやる気を喚起させるか、阿武町の子どもたち
の実態に合っているかを検証しました。
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　７月に至誠館大学と締結した包括的連携協定に基づき、「至
誠館大学 野球部」の皆さんが運営（会場準備や審判等）を手
伝ってくれました。おかげでスムーズな運営ができました。

　７月に至誠館大学と締結した包括的連携協定に基づき、「至
誠館大学 野球部」の皆さんが運営（会場準備や審判等）を手
伝ってくれました。おかげでスムーズな運営ができました。

10/7 福賀小学校稲刈り
　10 月７日、福賀小学校で児童と地域の
方が一緒になって稲刈りをしました。
　子どもたちは、はじめはことぶき会の方
たちに手伝ってもらったりしながら稲刈り
を進めていましたが、そのうち一人ひとり
が上手に刈れるようになりました。
　感想発表では、経験するごとに上手に
なっていると話す子が多く、成長を感じ取
ることができました。
　収穫されたもち米は福賀大農業まつりの
お餅に使われます。

　10 月７日、福賀小学校で児童と地域の
方が一緒になって稲刈りをしました。
　子どもたちは、はじめはことぶき会の方
たちに手伝ってもらったりしながら稲刈り
を進めていましたが、そのうち一人ひとり
が上手に刈れるようになりました。
　感想発表では、経験するごとに上手に
なっていると話す子が多く、成長を感じ取
ることができました。
　収穫されたもち米は福賀大農業まつりの
お餅に使われます。

　９月 12日に記念すべき「第１回 阿武町ソフトボール大会」を開催しました。
　これまで教育委員会では、いくつかのソフトボール大会を開催してきましたが、
どの大会も参加チーム数が減少しており、開催が困難な大会もでてきていました。
　そこで、それらの大会を１つに集約し、「大勢で盛り上がる大会にしよう！」
「阿武町のソフトボール文化をもう一度！」と思い本大会を開催しました。
　その結果、７チームに参加いただき、大変活気ある大会となり、盛況のうち
に終了することができました。
　来年も多くのみなさんの参加をお待ちしております！

　９月 12日に記念すべき「第１回 阿武町ソフトボール大会」を開催しました。
　これまで教育委員会では、いくつかのソフトボール大会を開催してきましたが、
どの大会も参加チーム数が減少しており、開催が困難な大会もでてきていました。
　そこで、それらの大会を１つに集約し、「大勢で盛り上がる大会にしよう！」
「阿武町のソフトボール文化をもう一度！」と思い本大会を開催しました。
　その結果、７チームに参加いただき、大変活気ある大会となり、盛況のうち
に終了することができました。
　来年も多くのみなさんの参加をお待ちしております！

9/12 阿武町ソフトボール大会
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ま ち の 話 題 ABU MonthlyTopics

　町などの起業家支援補助金を活用し、ウニの養殖を手
掛ける奈古の漁師福本 真司 さん（宇久）が、未利
用・低利用資源の活用と PR を目的に、道の駅阿
武町の「うぉっちゃ食堂」で立ち飲み屋を開始しました。
　福本さんは「毎月第 1・第 3 金曜日の月２回の営業を
予定しており、資源を有効活用しつつ、気軽な交流の場
づくりに繋がれば嬉しいです」と話していました。

　町などの起業家支援補助金を活用し、ウニの養殖を手
掛ける奈古の漁師福本 真司 さん（宇久）が、未利
用・低利用資源の活用と PR を目的に、道の駅阿
武町の「うぉっちゃ食堂」で立ち飲み屋を開始しました。
　福本さんは「毎月第 1・第 3 金曜日の月２回の営業を
予定しており、資源を有効活用しつつ、気軽な交流の場
づくりに繋がれば嬉しいです」と話していました。

　10月12日、福賀亀尻の町有林で阿武町林業振興会
主催の「自然探訪ときのこ狩り」が開催されました。　
　これは、毎年多くの家族連れの方の参加がある人
気の企画で、探訪の後は、「炊き込みご飯」と「きのこ
汁」を堪能しました。
　その後、専門家の方から「きのこの菌糸は地面全体
に存在しており、胞子を飛ばすために、地表から出てく
るものが『きのこ』と呼ばれるものです」と説明を受け、
自然と共存するきのこの生体の「面白さ」や「不思議
さ」に触れることができました。

　10月12日、福賀亀尻の町有林で阿武町林業振興会
主催の「自然探訪ときのこ狩り」が開催されました。　
　これは、毎年多くの家族連れの方の参加がある人
気の企画で、探訪の後は、「炊き込みご飯」と「きのこ
汁」を堪能しました。
　その後、専門家の方から「きのこの菌糸は地面全体
に存在しており、胞子を飛ばすために、地表から出てく
るものが『きのこ』と呼ばれるものです」と説明を受け、
自然と共存するきのこの生体の「面白さ」や「不思議
さ」に触れることができました。

10/12 自然探訪ときのこ狩り

ふくもと　しんじふくもと　しんじ

9/21 福賀の梨販売会 福本さん立ち飲み屋を開始

　９月 21 日、福の里直売所で「福賀の梨」の販売会が行わ
れました。
　「福賀の梨」は、福賀高原の準高冷地という、昼夜の寒暖
差が大きい気候を活かして栽培される特産梨で、有機物主
体の肥料や天然ミネラル塩を使用した、高い糖度と品質が
特徴です。
　現在、福賀梨生産組合の生産者 6 戸が梨を栽培しており、
県内の市場や近隣の道の駅、直売所等へ出荷しています。
　厳しい猛暑にもかかわらず、組合員の努力により、みず
みずしく美味しい梨に仕上がり、試食された多くの方に喜
ばれていました。

　９月 21 日、福の里直売所で「福賀の梨」の販売会が行わ
れました。
　「福賀の梨」は、福賀高原の準高冷地という、昼夜の寒暖
差が大きい気候を活かして栽培される特産梨で、有機物主
体の肥料や天然ミネラル塩を使用した、高い糖度と品質が
特徴です。
　現在、福賀梨生産組合の生産者 6 戸が梨を栽培しており、
県内の市場や近隣の道の駅、直売所等へ出荷しています。
　厳しい猛暑にもかかわらず、組合員の努力により、みず
みずしく美味しい梨に仕上がり、試食された多くの方に喜
ばれていました。
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9月27日に町民センター文化ホールで、「あぶ健康いきいきフェスタ」が開催されました。ご長寿のみなさん
に贈り物が手渡されたのち、今年はみどり保育園園児による「ちびっこ太鼓」や江島屋すけ丸の「落語」など
が披露され、ご長寿のみなさんにいつまでも元気でいてほしいという願いを込めて盛大にお祝いしました。

敬老お祝い行事

対象者は令和７年９月１日調べ

みどり保育園
「ちびっこ太鼓」

山口マジシャンズクラブ
「マジックショー」

江島屋すけ丸
「落語」

藤山さとみ
「弾き語り演奏」

劇団進華
「舞踊ショー」
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孝
　
子（
宇
田
浦
）

　
米 

寿 

（
88
歳
）（
42
人
）

田
　
中
　
壽
美
惠（
木
　
与
）

小
　
田
　
美
榮
子（
宇
　
久
）

松
　
原
　
敏
　
子（
寺
　
東
）

小
　
田
　
穰
　
一（
寺
　
東
）

小
　
野
　
藤
　
男（
上
　
郷
）

池
　
田
　
由
喜
子（
上
　
郷
）

小
　
野
　
逸
　
子（
上
　
郷
）

小
　
野
　
京
　
子（
下
　
郷
）

河
　
𠩤
　
八
惠
子（
下
　
郷
）

花
　
田
　
壽
　
江（
野
　
柳
）

伊
　
藤
　
美
太
郎（
東
　
方
）

小
　
野
　
幸
　
枝（
東
　
方
）

水
　
津
　
敏
　
子（
東
　
方
） 

水
　
津
　
隆
　
彰（
東
　
方
）

上
　
田
　
幾
　
子（
東
　
方
）

青
　
木
　
正
　
憲（
東
　
方
）

横
　
溝
　
千
鶴
子（
東
　
方
）

上
　
﨑
　
敦
　
子（
岡
田
橋
）

大
　
賀
　
美
智
子（
浜
の
二
）

水
　
津
　
君
　
代（
浜
の
二
）

末
　
益
　
　
榮
　（
美
　
浜
）

出
　
羽
　
　
博
　（
美
　
浜
）

佐
　
伯
　
成
　
子（
釡
　
屋
）

小
　
野
　
清
　
子（
清
光
苑
） 

和
　
田
　
悦
　
子（
清
光
苑
）

田
　
中
　
敦
　
子（
恵
寿
苑
）

𠩤
　
田
　
純
　
代（
恵
寿
苑
）

田
　
中
　
茂
　
一（
恵
寿
苑
）

野
　
原
　
恒
　
雄（
伊
　
当
）

倉
　
本
　
和
　
子（
中
　
村
）

高
　
村
　
義
　
久（
金
　
社
） 

大
　
倉
　
淑
　
子（
宇
生
賀
中
央
）

　
堀
　
　
益
　
治（
宇
田
中
央
）

伊
　
藤
　
繁
　
汎（
宇
田
中
央
）

西
　
村
　
浩
　
一（
宇
田
中
央
） 

柳
　
井
　
又
　
一（
宇
田
中
央
）

波
　
田
　
克
　
子（
宇
田
中
央
） 

清
　
水
　
惠
美
子（
宇
田
浦
）

惠
美
奈
　
桂
　
子（
宇
田
浦
）

白
　
石
　
静
　
子（
尾
無
畑
）

藤
　
村
　
京
　
子（
惣
　
郷
）

岩
　
本
　
安
　
子（
惣
　
郷
）

　
金
婚
寿
齢
記
念 

（
15
組
）

小
野
　
眞
治
・
房
枝（
河
　
内
）

服
部
　
靖
人
・
ス
ミ
江（
上
　
郷
）

大
田
　
勇
・
久
子（
野
　
柳
）

小
田
　
利
春
・
史
津
子（
東
　
方
）

筒
井
美
太
朗
・
光
枝（
大
　
里
）

松
原
　
利
直
・
英
子（
中
　
村
）

久
留
　
隆
・
照
子（
森
見
藤
）

尾
本
　
雅
・
瞳（
宇
生
賀
中
央
）

白
松
　
博
之
・
紀
志
子（
下
笹
尾
）

堀
山
　
恒
幸
・
み
ち
子（
栃
　
原
）

清
水
　
秀
　
・
清
美（
宇
田
中
央
）

清
水
　
教
昭
・
布
江（
宇
田
浦
）

金
子
　
節
男
・
久
子（
宇
田
浦
）

藤
村
　
　
秀
・
孝
子（
尾
無
畑
）

堀
山
　
昭
夫
・
百
合
子（
惣
　
郷
）

表
彰
者

阿
武
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
小
　
野
　
利
　
子（
釡
　
屋
）
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山口県スポーツチャンバラ協会のみなさんの
指導で、剣を手に取り熱戦！子どもたちの歓
声と真剣な表情が、会場を盛り上げました。

幼児期の成長を応援する運動プログラム。
杉本エミイさんの指導のもと、元気いっぱい
体を動かしながら学んでいました。

レノファ山口ＦＣ公式ダンスパフォーマンスグループ「SPICY ORANGE」のみなさんによるダンスワーク
ショップを開催。親しみやすいレノ丸ダンスで会場が一体となり、子どもも大人も笑顔で踊りました。

阿武中学校卓球部顧問の杉山先生の指導の
もと、熱いラリーが繰り広げられました。阿武
中卓球部も駆けつけ大いに盛り上がりました。

ピアノの演奏に合わせ、指導者 中野 幸郎さん
とともに歌いながら楽しく体を動かし、笑顔と
歌声に包まれたひとときとなりました。

奈古婦人会のみなさんの指導で会場全体がひとつの輪になって踊りました。
イベントの締めくくりは、恒例の「もちまき」。参加者全員が笑顔で、にぎやか
に盛り上がりました。

　誰もが参加しやすく、多世代で楽しむことができる地域スポーツ・レクリエー
ション活動の推進を目指して、９月21日にスポーツフェスタを開催しました！
　第１部では、子どもから大人まで、それぞれの世代が楽しみながら学べる各種
教室、体験会を実施。
　第２部からフィナーレにかけては、参加者全員によるダンス交流と「もちまき」。
　会場が一体となり、世代を超えた交流の輪が生まれ、笑顔あふれる１日となり
ました。

　誰もが参加しやすく、多世代で楽しむことができる地域スポーツ・レクリエー
ション活動の推進を目指して、９月21日にスポーツフェスタを開催しました！
　第１部では、子どもから大人まで、それぞれの世代が楽しみながら学べる各種
教室、体験会を実施。
　第２部からフィナーレにかけては、参加者全員によるダンス交流と「もちまき」。
　会場が一体となり、世代を超えた交流の輪が生まれ、笑顔あふれる１日となり
ました。

なかの さちろう

詳細は町教育委員会
ホームページで！
詳細は町教育委員会
ホームページで！
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令和7年度  阿武町 総合防災訓練令和7年度  阿武町 総合防災訓練
　10月５日、奈古地区を中心に総合防災訓練を実施しました。
　これは、大雨が降り続き、西山断層を震源とする震度６弱の地震が発生し、
土砂災害や火災などを想定して訓練を行ったもzのです。
　いつ起こるかわからない大災害の発生を想定し、災害応急対策活動を主
体とした総合防災訓練を実施することで、防災関連機関の相互連携や地域団
体、住民の防災意識の高揚を図ることができました。
　阿武中学校の生徒も防災訓練に参加し、体験を通して防災についての学び
を深めることができました。

　10月５日、奈古地区を中心に総合防災訓練を実施しました。
　これは、大雨が降り続き、西山断層を震源とする震度６弱の地震が発生し、
土砂災害や火災などを想定して訓練を行ったもzのです。
　いつ起こるかわからない大災害の発生を想定し、災害応急対策活動を主
体とした総合防災訓練を実施することで、防災関連機関の相互連携や地域団
体、住民の防災意識の高揚を図ることができました。
　阿武中学校の生徒も防災訓練に参加し、体験を通して防災についての学び
を深めることができました。

避難所開設訓練避難所開設訓練 土嚢作製訓練土嚢作製訓練 炊き出し訓練炊き出し訓練

消火訓練消火訓練 建物火災消火訓練建物火災消火訓練

阿武中学校の
生徒も防災訓練に
参加しました

防災グッズや自衛隊車両等
の展示会も開催されました
防災グッズや自衛隊車両等
の展示会も開催されました

心肺蘇生訓練心肺蘇生訓練

町長
コラム

花田  憲彦 町長
はなだ      のりひこ

打
ば
て

響
く

打
ば
て

響
く

中
学
生
が
初
参
加　
阿
武
町
総
合
防
災
訓
練

　

今
月
５
日
の
日
曜
日
に
、
阿
武
小

中
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
に
、
恒
例

の
「
阿
武
町
総
合
防
災
訓
練
」
が
あ

り
ま
し
た
。

　

訓
練
内
容
は
、
住
民
の
避
難
訓
練

を
メ
イ
ン
に
、
消
防
団
、
防
災
関
係

機
関
、
日
赤
奉
仕
団
（
婦
人
会
）、

社
協
や
役
場
等
の
各
種
訓
練
、
そ
し

て
防
災
関
係
グ
ッ
ズ
の
展
示
等
と
概

ね
例
年
ど
お
り
の
内
容
で
し
た
が
、

何
と
、
今
年
は
じ
め
て
阿
武
中
学
校

の
全
生
徒
と
教
職
員
が
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

生
徒
が
受
け
持
っ
て
く
れ
た
訓
練

は
、
炊
き
出
し
の
お
む
す
び
作
り
、

土
嚢
作
り
、避
難
所
の
開
設
な
ど
で
、

水
バ
ケ
ツ
に
よ
る
消
火
訓
練
に
も
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
生
徒
の
何
人
か
に
感
想

を
聞
い
て
み
る
と
、「
毎
年
こ
ん
な

に
沢
山
の
人
が
参
加
し
て
こ
ん
な
訓

練
が
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」「
消

防
団
の
小
型
ポ
ン
プ
の
模
範
演
技
が

凄
い
迫
力
で
、
格
好
良
か
っ
た
」
と

い
う
感
想
や「
来
年
も
参
加
し
た
い
」

「
女
性
の
消
防
団
員
は
ど
う
し
た
ら

な
れ
る
の
」
と
話
す
生
徒
も
い
て
、

と
て
も
頼
も
し
く
、
嬉
し
く
思
い
ま

し
た
。

　

町
内
の
各
学
校
で
は
、
児
童
・
生

徒
の
「
ふ
る
さ
と
愛
」
の
心
を
育
む

た
め
に
地
域
の
自
然
、
歴
史
、
文
化

等
の
学
習
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
も
う
一
つ
の
切
り
口
と
し
て
、

一
般
町
民
（
大
人
）
と
一
緒
に
な
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
役
割
を
持
っ
た
形

で
課
題
に
取
り
組
む
今
回
の
よ
う
な

取
り
組
み
も
大
い
に
成
果
が
あ
が
っ

た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
企
画
し
て

く
れ
た
関
係
各
位
に
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
阿
武
中
の
生
徒
に
お

礼
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

救助訓練救助訓練 操法実演（福賀分団）操法実演（福賀分団）林野火災消火訓練（大覚寺）林野火災消火訓練（大覚寺）

町職員らと協力して避難所を
開設する阿武中学校の生徒
町職員らと協力して避難所を
開設する阿武中学校の生徒
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総務課  
☎2-3110

令和７年度 秋季全国火災予防運動  （11月９日～15日）
萩市消防本部管内では、今年９月上旬までに27件の火災が発生し、過去5年間で出火原因として最も多いのは
「焚き火・火入れ」によるものです。

① 寝たばこは絶対にしない、させない　　　 ② ストーブの周りに燃えやすいものを置かない　
③ こんろを使うときは火のそばを離れない　 ④ コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く

① 火災発生を防ぐために、ストーブやこんろ等は安全装置の付いた機器を使用する。
② 火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、１０年を目安に交換
　する。
③ 火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは、防炎品を　
　使用する。
④ 火災を小さいうちに消すために、消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
⑤ お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
⑥ 防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。

◎住宅防火　いのちを守る　１０のポイント
４つの習慣

６つの対策

寝
た
ば
こ
は
、

　
絶
対
に
し
な
い
、

　
　
　
さ
せ
な
い
。

主催：阿武町交通安全対策協議会

阿武町
交通安全大会

９月25日 町民センター文化ホール９月25日 町民センター文化ホール

反射材　
　知らせて気づいて　
　　　　　  事故防止

反射材　
　知らせて気づいて　
　　　　　  事故防止

標語：阿武中１年 水津 結菜 さん
（萩交通安全協会会長表彰）
標語：阿武中１年 水津 結菜 さん
（萩交通安全協会会長表彰）

すいづ　ゆうなすいづ　ゆうな

田中  洋子 さんによる 交通安全大会宣言 
「命を守るためには、一人ひとりが

　　  交通参加者としての責任を」 山口県表彰 交通安全功労者 永柴 義廣 さん

県警交通安全教室

小野 太久 さん              小野 健児 さん

萩交通安全協会会長 表彰 優良運転者 代表

萩交通安全協会会長表彰 標語の部
金賞 水津 結菜 さん

萩交通安全協会会長表彰 標語の部
金賞 水津 結菜 さん

すいづ　ゆうなすいづ　ゆうな

おの　　もとひさおの　　もとひさ おの　     けんじながしば　よしひろ

交通安全作文発表

藤井 希侑 さん   野田 壮真 さん  平田 ゆい さん藤井 希侑 さん   野田 壮真 さん  平田 ゆい さん
ふじい　まゆ のだ　　そうまのだ　　そうま ひらた

　9月25日、「阿武町交通安全大会」が町民センター・文化ホールで開催されました。
これは、関係機関や住民が総ぐるみで大会を実施することで、交通安全に対する知
識と意識の高揚を図り、交通事故のない町をめざすことを目的としています。
　大会では、優良運手者・優良団体に対する交通安全表彰や小中学生3人による交
通安全作文の発表に続いて、町民総ぐるみで交通マナーの向上などに取り組むこと
を誓う「阿武町交通安全宣言」が、大会参加者を代表して交通安全母の会阿武支部
の田中洋子さんにより朗読され、万雷の拍手をもって採択されました。
　このほか、保育園児の交通安全教室や県警音楽隊・カラーガード隊による演奏な
どが披露され、子どもから高齢者まで、交通安全に対する思いを新たにする機会と
なりました。

　9月25日、「阿武町交通安全大会」が町民センター・文化ホールで開催されました。
これは、関係機関や住民が総ぐるみで大会を実施することで、交通安全に対する知
識と意識の高揚を図り、交通事故のない町をめざすことを目的としています。
　大会では、優良運手者・優良団体に対する交通安全表彰や小中学生3人による交
通安全作文の発表に続いて、町民総ぐるみで交通マナーの向上などに取り組むこと
を誓う「阿武町交通安全宣言」が、大会参加者を代表して交通安全母の会阿武支部
の田中洋子さんにより朗読され、万雷の拍手をもって採択されました。
　このほか、保育園児の交通安全教室や県警音楽隊・カラーガード隊による演奏な
どが披露され、子どもから高齢者まで、交通安全に対する思いを新たにする機会と
なりました。

たなか　ひろこたなか　ひろこ
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9
／

25 

奈
古
婦
人
会 

歌
舞
伎
な
り
き
り
バ
ス
ツ
ア
ー

　

毎
年
恒
例
の
、
秋
の
移
動
教
室
。
今

年
は
長
門
市
の
劇
場
「
ル
ネ
ッ
サ
な
が

と
」
の
舞
台
裏
を
見
学
す
る
ツ
ア
ー
を

企
画
し
ま
し
た
。

　

世
界
に
誇
れ
る
歌
舞
伎
な
ど
の
伝
統

芸
能
に
つ
い
て
、
ル
ネ
ッ
サ
は
国
内
屈

指
の
劇
場
で
す
。

　

ツ
ア
ー
で
は
歌
舞
伎
の
「
花
道
」
や
、

ス
テ
ー
ジ
が
回
転
す
る
「
廻
り
舞
台
」

な
ど
を
見
学
し
、
み
な
さ
ん
か
ら
驚
き

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
一
番
の
見
ど
こ
ろ
は
、舞
台
の
「
奈
落
」
に
つ
な
が
る
「
迫
」

の
機
構
で
し
た
。（
舞
台
の
地
下
空
間
の
こ
と
を
「
奈
落
」

と
い
い
ま
す
）

　

地
下
10
ｍ
の
深
さ
か
ら
エ
レ
ベ
ー
タ
の
よ
う
に
舞
台
上
に

直
行
す
る
「
迫
」
に
全
員
が
乗
せ
て
い
た
だ
き
、
秘
密
基
地
の
よ

う
な
ワ
ク
ワ
ク
感
で
、い
ざ
稼
働
！
目
の
前
に
客
席
が
広
が
っ
た

瞬
間
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
、
感
動
も
ひ
と
し
お
。

　

最
後
は
、
歌
舞
伎
衣
装
を
ま
と
っ
て
「
松
羽
目
」
の
前
で

記
念
撮
影
。
笑
顔
満
面
の
写
真
が
撮
れ
ま
し
た
。

　

お
昼
は
長
門
の
食
材
た
っ
ぷ
り
の「
歌
舞
伎
弁
当
」に
舌
鼓
。

　

午
後
か
ら
は
美
祢
市
の
「
別
府
弁
天
池
」
の
見
学
や
「
道

の
駅
お
ふ
く
」
で
足
湯
や
ご
当
地
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
を
楽
し
み
、

文
化
を
満
喫
で
き
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

9
／

7 

グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
環
境
整
備

　

蒸
し
暑
い
中
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
み
な
さ
ん
と
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
周
辺
の
環
境
整
備
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
面
積
も

広
く
、
フ
ェ
ン
ス
周
辺
の
慎
重
な
作
業
が
必
要
な
場
所
で
す

が
約
90
分
の
作
業
に
よ
り
、
み
ち
が
え
る
よ
う
に
綺
麗
に
な

り
ま
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

新
刊
本
の
ご
紹
介

　

図
書
ル
ー
ム
で
は
９
月
に
新
刊
が
入
り
ま
し
た
。
秋
の
時

期
に
で
す
の
で
お
い
で
い
た
だ
き
、
ゆ
っ
く
り
読
書
を
さ
れ
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

9
／

13 

わ
か
ば
・
こ
ぶ
し
学
級
移
動
教
室

　

福
賀
婦
人
わ
か
ば
・
こ
ぶ
し
学
級
は
移

動
教
室
と
し
て
、
テ
レ
ビ
で
も
取
り
上
げ

ら
れ
た
萩
市
三
見
の
萩
焼
工
房
「
カ
ネ
コ

ツ
カ
サ
」
を
見
学
。
独
創
的
な
工
房
や
作

品
に
つ
い
つ
い
財
布
の
ひ
も
も
緩
み
が

ち
。
芸
術
に
触
れ
た
後
は
、
実
際
に
ろ
く

ろ
体
験
を
天
龍
窯
に
て
。
先
生
と
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
好
み
の
器
を
。
手
先
に
集
中
す
る
姿
は
ま
る
で

陶
芸
家
の
よ
う
で
し
た
。
１
か
月
後
の
出
来
あ
が
り
が
楽
し

み
で
す
。

9
／

27 

福
賀
婦
人
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　

恒
例
の
福
賀
婦
人
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
を
福
賀
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
J
A
阿
中

の
職
員
さ
ん
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
総
勢

40
人
の
参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。
18
ホ
ー

ル
の
変
則
ル
ー
ル
で
好
プ
レ
ー
珍
プ
レ
ー

も
あ
り
、
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
は
な
ん
と
13

個
も
。
優
勝
は
平
均
ス
ト
ロ
ー
ク
49
の
中

村
自
治
会
チ
ー
ム
で
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

10
／

3 
ひ
ま
わ
り
学
級
移
動
教
室

　

福
賀
婦
人
ひ
ま
わ
り
学
級
は
移
動
教
室

と
し
て
、
中
国
地
方
最
大
級
の
フ
ラ
ワ
ー

ガ
ー
デ
ン
「
山
口
き
ら
ら
博
記
念
公
園
フ

ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
」
を
訪
れ
ま
し
た
。
本

来
な
ら
約
2.5　

の
敷
地
に
四
季
折
々
の
花

が
あ
る
の
で
す
が
、
花
の
植
替
の
時
期
で
、

咲
い
て
い
る
花
が
少
な
く
、
も
う
少
し
下
調
べ
を
し
て
い
れ

ば
と
反
省
。
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
の
「
ペ
イ
ザ
ン
」
で
は
、

皆
さ
ん
お
い
し
い
イ
タ
リ
ア
ン
に
大
満
足
。昼
食
後
は
、
６

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
「
湯
田
こ
ん
こ
ん
パ
ー
ク
」

を
見
学
。
中
庭
の
芝
生
広
場
に
は
無
料
の
足
湯
も
あ
り
、
ホ

ッ
と
一
息
。
帰
り
に
は
瑠
璃
光
寺
五
重
塔
、仁
保
道
の
駅
と

山
口
市
ツ
ア
ー
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ha

書　　　　名
あなたが僕の父

科学的に証明されたすごい習慣
大百科　人生が変わるテクニック

過疎ビジネス
春の星を一緒に
百年の時効
巨石運搬！海をこえて大阪城へ

病院が地域をデザインする

月性を読む
ボクの音楽武者修行
わたしを離さないで
橘の家
人生後半にこそ読みたい秀歌
チョコレート・ピース
13月のカレンダー

出　版　社
双葉社

ＳＢクリエイティブ

集英社
小学館
幻冬舎
アリス館

クロスメディア・
パブリッシング

右文書房
新潮社
早川書房
新潮社
朝日新聞出版
マガジンハウス
集英社

著　　　者
小野寺史宣/著

堀田秀吾/著

横山勲/著
藤岡陽子/著
伏尾美紀/著
鎌田歩/作

梶原崇弘/著

愛甲弘志・上田純子/著
小澤征爾/著
カズオ・イシグロ/著
中西智佐乃/著
永田和宏/著
青山美智子/著
宇佐美まこと/著

話題映画「国宝」の舞台裏?!

教
育
委
員
会
の
サ
イ
ト
に

ツ
ア
ー
の
動
画
を
掲
載
★

「奈落」を覗く

人生の花道♪

よっ 千両役者！
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　「やさしい高血圧のはなし」
～「血圧朝活」をはじめよう～①

♪ハ
ッピー

あぶ町♪
♪ハ

ッピー
あぶ町♪

　阿武町では小・中学生を対象に『歯と口のハッピー検定』を行っています。この
取り組みを大人のみなさんにも参加していただき、お口の健康について知る・守っ
ていただくことを目的とした『おとなの歯磨き検定』を今年度スタート！ 興味のあ
る団体のみなさん、ぜひ下記までお気軽にお声かけください。

「高血圧ゼロで脳血管疾患予防プロジェクト」とは…
若い世代の方も、高血圧の治療をしている方も血圧を適切に管理する人が増える
ことで、脳血管疾患になる方を減らすためのプロジェクトです。
今回は、9月に3地区で開催した「やさしい高血圧のはなし」の講演内容をお伝え
します。

★次回（11月号）では高血圧予防について説明します★　出典：神出 計 先生講演会資料

健康福祉課：2-3113

健康習慣⑦

みんなで 　
　    実践！

解答1：ウ
嚙んでだ液を出すことによって飲み込みやすくな
り、美味しさを感じます。さらに、だ液に含まれる
消化酵素は食べ物の消化をよくしてくれます。
解答2：ア
歯肉炎になると、歯肉に炎症が起こるため歯ブラ
シなどの刺激で出血しやすくなります。「歯と口のハッピー検定問題集」より出題！

問題 1 1 日に出るだ液の量は？
　　　　　ア．約 200ml　イ．約 500ml　　
　　　　　ウ．約 1,000 ～ 1,500ml

問題 2 歯肉炎になると歯を磨いた時に、出血する
　　　 ことがある。
　　　　　ア．〇　イ．×

おとなの歯磨き検定スタート！

血圧が高い状態が長期にわたって続くと、血管
の弾力性が失われ動脈硬化が引き起こされま
す。また、動脈硬化が起こると血圧がさらに高
くなるため、高血圧と動脈硬化は悪循環を繰り
返すことになります。

起床後、急激に血圧が上昇する現象のことを「モーニングサージ」といいます。
朝は昼夜と比べて脳卒中、心筋梗塞で亡くなる方が多く血圧測定が大切です！

高血圧が続くとどうなる？

血圧の診断基準は？

★朝（起床後1時間以内）、晩（就床前）
★1機会に原則2回測定し、その平均をとる

血圧を測るタイミングは？

家庭血圧測定がとっても大切！
高血圧の診断、治療効果の判定、血圧
管理の目安として重要です！
血圧を測定し続けることが良好な
血圧管理につながり、健康寿命を
延ばします！

講師：神出 計先生
医師、医学博士 
大阪大学大学院教授

かみで　　けい

高血圧 動脈硬化

脳卒中

虚血性心疾患

心不全

腎不全心肥大

「血圧朝活（朝の血圧測定）」
がとっても大事！

「上腕式血圧計」
がおススメ！

測定場所
診察室血圧
家庭（自宅）

高血圧と診断される値
140/90mmHg以上
135/85mmHg以上

高血圧管理・治療ガイドライン2025より
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9月１９日（金）午後、

説明の後は『ところてん』
を初めて食べる生徒も
数人いて、“ところてんつ
き”で『ところてん』をつ
いて食べるという貴重な
体験をすることができま
した。

説明の後は『ところてん』
を初めて食べる生徒も
数人いて、“ところてんつ
き”で『ところてん』をつ
いて食べるという貴重な
体験をすることができま
した。

池田 由佳さん（寺東） 小田 武之さん（宇久） 伊勢屋 信さん（東方）
のヘルスメイト3名が阿武中学校を訪れました。のヘルスメイト3名が阿武中学校を訪れました。

「ところてん」の美味しさにに感動！

「ところてん」に好みの味付けをする「ところてん」に好みの味付けをする

「ところてんつき」で

「ところてん」を押し出す

　生徒は、『ちしゃなます』や『けんちょう』の由来
や歴史についての説明に真剣に耳を傾け、日本
海が育んだ海の幸を使った『わかめむすび』の材
料になるわかめの栄養や干し方についてもヘル
スメイトから学びました。

　『ところてん』の説明では材料となるてんぐさを
見せて、「どこで採れるでしょうか？」というクイズ
をヘルスメイトが出すと、大部分の生徒は“川”で
採れると答えていました。

　また『ところてん』は５０グラムのてんぐさから
およそ１キロの“ところてん”ができるということ
を聞いたり、寒天やゼラチンとの違いについても
説明を受けて、多くのことを学んだ１日となりま
した。

いけだ　　ゆか

思い思いの味つけをした『ところてん』の味に、あちらこちらから、「旨い」「美味しい」が連発。
多い生徒は４杯のお代わりをしていました。最後は全員笑顔で集合写真を撮りました。

おだ　　たけゆき いせや　　まこと

記事：ヘルスメイト 末益 隆（西の二）

まちのヘルスメイトさん
       \ \ヘルスメイトの活動を紹介します!//

すえます  たかし
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出題範囲
原則として調査の前学年までに含まれる指導事項
出題内容
❶身に付けておかなければ後の学年等の学習内容  
　に影響を及ぼす内容や、実生活において不可欠 
　であり常に活用できるようになっていることが望
　ましい知識･技能 など

❷知識･技能を実生活のさまざまな場面に活用す
　る力や、さまざまな課題解決のための構想を立て
　実践し評価･改善する力　など

小学校の平均正答率

国  語
算  数
理  科

阿武町
66％
56％
56％

山口県
68％
58％
58％

全 国
66.8%
58%
57.1%

中学校の平均正答率

国  語
数  学
理  科

阿武町
53％
51％
549

山口県
55％
48％
503

全 国
54.3%
48.3%
503

4月17日 調査実施 
教科に関する調査結果

※中学校理科は平均IRTスコアを記載。
※IRTスコア…問題の難しさも考慮して算出する、
公平に学力を示す新しい指標
（例：簡単な問題だけ正解しても高いスコアにならず、
難しい問題を解けた人はより高く評価される）

全国学力･
学習状況調査

令和7年度

阿武町の結果
〇知識及び技能や話す・書く力など、基礎的な言語能力が定着し、表現の基礎が身  
　についています。
▲「我が国の言語文化」の知識が課題です。図表を結び付けた情報を読み取る力や、
　書き方の工夫を強化する必要があります。
〇計算や図形など知識・技能は定着しています。特に平行四辺形の作図方法など基
　礎的な学力の定着が進んでいます。学びなおしや補充学習の成果も見られます。
▲思考・表現力の向上が急務です。割合や変化の関係を理解し、言葉や式で記述す
　る力を強化する必要があります。
〇思考・表現力が知識を上回っています。地球領域も高水準であり、知識を応用して
　考える力が育まれています。
▲エネルギー・粒子領域が課題です。実験条件を制御した方法を発想し、結果から
　理由を記述する表現を強化する必要があります。

小学校
国 語

小学校
算 数

小学校
理 科

阿武町教育委員会 学校教育係  ☎2-0501

阿武町では、子どもたちが将来社会を生き抜く「確かな学力」とバランスの取れた人格形成をめざします。　　　　　　　　　　　　　
そのために学校・地域・大学等と連携し、授業改善を進め、阿武学園（小中一貫教育）を基盤としたキャリア教育の充実（「あぶPRIDE」の
醸成）に取り組んでまいります。

●阿武町の今後の取り組み     　　子どもたちが将来社会を生き抜く「確かな学力」とバランスの取れた人格形成を

〇知識・技能は県・全国を上回ります。漢字使用や話の構成を工夫する基礎的な
　表現知識が定着しています。
▲思考・表現力が課題です。根拠に基づき、自分の考えを論理的に記述する力を
　強化する必要があります。
〇全体平均正答率が県・全国を上回っています。知識・技能も良好で、計算や基礎的
　な知識が定着しています。学びなおしや補充学習の成果も見られます。
▲思考・表現力が課題です。応用的な概念理解と、数学的な表現で理由を説明する
　記述力を強化する必要があります。
〇IRTスコア549は県・全国を大きく上回り極めて高い水準です。知識・応用力の
　双方で高い正答率となりました。
▲地層の知識と観察結果を関連付けた分析・解釈や、科学的な探究結果を記述す
　る力を強化する必要があります。
　

中学校
国 語

中学校
数 学

中学校
理 科

●児童生徒質問紙結果より（阿武町教育目標「町の力となるひとづくり」に関連する質問）

自分には、よいところが
あると思いますか

（関連：きづく、やりぬく）

将来の夢や目標を
持っていますか
（関連：きめる）

地域や社会をよくするため
に何かしてみたいと
思いますか

（関連：かかわる）

小学校

中学校

小学校

中学校

小学校

中学校

94.7％

95.2％

94.7％

95.2％

94.7％

95.2％

90.2％

92.6％

83.6％

85.5％

89.1％

79.9％

90.0％

92.2％

81.4％

86.2％

89.1％

79.5％

児童生徒質問紙
（　）は町で育てたい心や力 町（肯定的割合） 　　県（肯定的割合）　　　国（肯定的割合）

総合的に見ると、小・中学校ともに、自己肯定感、夢・目標、地域貢献意欲（あぶPRIDEの根幹）が約95%と高い水準で定着し、県や全国
平均を大幅に上回る顕著な成果が見られました。

●「全国学力･学習状況調査」とは
　毎年４月に全国の小学６年生・中学３年生を対象に一斉に行う調査で、義務教育の機会均等や
水準の維持・向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把握・分析するものです。
　結果は、成果・課題の検証を通した教育施策の改善や、それぞれの学校での教育指導の充実や
学習状況の改善などに役立てられます。

「授業改善」「学びなおし、補充学習」「ABUチャレンジセミナー」「町営の公設塾」など、学力向上に
向けて組織的、継続的に取り組んできた成果が、着実に表れ始めています。
特に中学校数学では県・全国平均を上回る向上が見られ、中学校理科も高水準を維持しています。
今後も全教科で「確かな学力」の定着に努めます。
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■開催日■
　令和7年11月29日(土)
    　会　議…17時～19時
   　 交流会…19時～21時

■場所■
　山口県阿武郡阿武町奈古２７００－１　
　阿武町暮らし支援センター shiBano

■参加費■
　無料(交流会参加の方は参加費1,000円)

U35未来創造会議 in ABU

阿武　町議会議員一般選挙について
議会議員選挙は身近な選挙の一つです。大切な１票を無駄にしないよう投票にいきましょう。
告示日　　　令和 7年 10月 21日（火）
投票日　　　令和 7年 10月 26日（日）
投票時間　　午前７時～午後７時
期日前投票　本庁　10月 22日（水）～ 25日（土）午前８時 30分～午後８時
　　　　　　支所　10月 22日（水）～ 24日（金）午前８時 30分～午後５時

阿武町選挙管理委員会事務局 ☎ 2-0503

■参加対象者■
(1)阿武町に在勤・在住の概ね35歳以下の方
(2)阿武町出身の社会人、学生で概ね35歳以下の方
申込み：下記の申込フォームから、令和7年11月21日
(金)17時までに申込みください。
※申込受付は先着順とし、定員になり次第、締め切り
ます。

まちづくり推進課 
☎ 2-3111

◀申し込みはこちらから！  
Googleフォームが開きます

主催：NPO法人
「日本で最も美しい村」連合

「日本で最も美しい村」連合に加盟する阿武町内の35歳以下の住民が集い、若者視点
で地域課題や未来の町村の姿を語り合う会議が開催されます。
メインテーマ「私たちが望む、10年後の“阿武町”とは」や、美しい村の若者ネットワーク
の活かし方についてディスカッションをします。
自由に意見を出し合い、楽しく交流ができるようなリラックスした雰囲気で行われます
ので、興味のある方はぜひご参加ください!

生活困窮者自立支援法による相談会

♦日時：11月13日（木）9:30～12:00　
♦場所：阿武町役場２階 小会議室 事前予約制（前日まで） 健康福祉課 ☎2-3115

仕事が見つからない・病気で働けない など、お困りごとをお聞かせください。一緒に考え、解決へのお手伝いをします。
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戸籍税務課 ☎2-0500

国税庁 LINE公式アカウント国税庁 LINE公式アカウント
確定申告の作成や税に関する
手続・疑問解決に役立つ情報に

あなたのスマホから
簡単にアクセスできます！

確定申告の作成や税に関する
手続・疑問解決に役立つ情報に

あなたのスマホから
簡単にアクセスできます！

国税庁LINE公式アカウント

健康づくり講座
「息切れ・せき・たんに注意！年のせいだけじゃないかも？！

～COPD（慢性閉塞性肺疾患）を知ろう～」のお知らせ
事前申し込みが必要
申込期限１１月１１日
Googleフォームが開きます

事前申し込みが必要
申込期限１１月１１日
Googleフォームが開きます

第１回　運用企画編
11/22（土）
18：00～ 20：00

インスタ運用で最も重要な
「企画」を学ぶ

場所：SUNbashi CAFÉ
(ABUキャンプフィールド内 )

第１回　運用企画編
11/22（土）
18：00～ 20：00

インスタ運用で最も重要な
「企画」を学ぶ

場所：SUNbashi CAFÉ
(ABUキャンプフィールド内 )

申し込みはこちらから！▶
Googleフォームが開きますまちづくり推進課 ☎ 2-3111

詳細は広報あぶ10月号と一緒に配布されるチラシをご確認ください詳細は広報あぶ10月号と一緒に配布されるチラシをご確認ください

やまなか ゆうと

■配信期間■
配信開始 １１月１３日（木）９：００～
配信終了 １１月２７日（木）
■プログラム■
＜インターネットでの動画配信＞（各２０分程度）
　　講演１「COPDを知ろう」　
　　　講師：山口大学医学部附属病院　医師　村川 慶多 氏
　　講演２「COPDを防ごう」　
　　　講師：山口大学医学部附属病院　医師　大石 景士 氏
　    ＊講師と対談形式で患者さんの体験談をお話しいただきます＊

郵送・FAX・メールの場合は「山口県
健康づくりセンターホームページ」
より受講申込書を入手してください。

山口県健康づくりセンター 
☎083-934-2200
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萩年金事務所 ☎0838-24-2158　　戸籍税務課 ☎2-0500

家屋の新築や取り壊しをしたときは ご連絡ください
固定資産税は、毎年１月１日に土地・家屋・償却資産を所有している方に課税されます。

   　戸籍税務課では、固定資産を適正に評価するため、実地調査を行っています。
   　令和７年中に家屋の新築や増改築、取り壊しをした方は、ご連絡ください。

※住宅や事務所などのほか、車庫や物置など小規模な建物も、固定資産税の課税対象になる場合があります。　
※住宅用の家屋を取り壊すと「住宅用地に対する課税標準の特例」が外れるため、税額が上がる場合があります。

戸籍税務課
☎2-0500

令和７年度「国民年金保険料免除・納付猶予申請書」の送付について
国民年金保険料の免除または納付猶予に該当する対象者へ、
令和7年度の「国民年金保険料免除・納付猶予申請書（ターンアラウンド様式）（以下「免除ＴＡ申請書」
という。）」が以下の通り、送付されます。

令和7年度（令和7年7月～令和8年6月）における国民年金保険料の免除等を希望される場合は、免除
ＴＡ申請書に必要事項を記入のうえ郵送により提出してください。詳しくは年金事務所または戸籍税務
課（2-0500）までお問い合わせください。なお申請書はマイナポータルでも電子送付されます。

令和7年7月分保険料が未納であり、本人・配
偶者・世帯主の令和６年所得及び扶養情報か
ら、全額免除または納付猶予に該当する者
（学生納付特例の対象者を除く）

年金のたより

母子父子寡婦福祉資金 ひとり親家庭や寡婦の方などを支援する
無利子または低利の貸付金制度です。

就職支度資金、修学資金、修業資金、
技能習得資金、生活資金 など貸付金の種類 萩健康福祉センター   ☎ 0838ｰ25ｰ2664

または  健康福祉課 　☎ 2-3115

令和7年7月分保険料が未納であり、本人・
配偶者・世帯主の令和６年所得及び扶養情
報から、一部免除（4分の3免除、半額免除、
4分の1免除）に該当する者(学生納付特例
の対象者を除く)

全額免除または納付猶予該当者 一部免除該当者

送付
対象者

送付時期

送付物

10 月 14 日（予定） 11月 13 日（予定）

・免除ＴＡ申請書（ハガキ形式）
・申請書の記入方法（リーフレット）
・個人情報保護シール

健康福祉課 ☎2-3115

児童虐待は「身体的虐待」だけではありません！
・心理的虐待 子どもを無視する・子どもの前で家族に暴力をふるう
・ネグレクト   乳幼児などを家に残して外出する
　　　　　　食事などを与えない

11月は「オレンジリボン・児童虐待防止推進
キャンペーン」期間です。この機会に、子ども
との関わり方を見つめ直し、親子の絆をより
深いものにしませんか。

「知らせよう　あなたが　あの子の声になる」「知らせよう　あなたが　あの子の声になる」
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※もしも、 クマに遭遇してしまったら（近くにクマがいることに気がついた場合）
◎ 落ち着いて、 クマに背を向けずに、 ゆっくりとその場から離れましょう。
◎ クマが驚かないようにするため、 大声を出したり、 走って逃げたりはやめましょう。

阿武町では「クマ鈴」の貸し出しを行ってい
ます。山間地に入られるときなど、ぜひご活
用ください。

クマ鈴の貸出場所

役場 農林水産課 窓口・

福賀支所・宇田郷支所

１．農作業を行う際に注意すべき事項
◎ 作業中にラジオなど音の出るものを携帯するなど、
　 自分の存在をアピールすること。
◎ 出没情報に留意し、特に行動が活発になる早朝、
　 夕方の作業時には周囲に気を付けること。
◎ 森林・斜面林などの近くの農地は、 出没ルートに
　 なりやすいので、 周囲の灌木の刈り払いを行うこと。
◎ できるだけ単独での作業は避けること。

◎ クマを誘引する生ゴミや野菜・果実の廃棄残さ、
　 放置果実などの適切な除去や処理を行う。
◎ 収納庫に入り込んで採食することもあるため、
　 きちんと施錠するなど管理を徹底する。
◎ 草刈機に使われるガソリンなどの揮発性物質も
　 誘引物となるため、 保管場所などに注意する。

２．誘引物の除去

クマが活発に動き回る時期です！ご注意ください

農林水産課 ☎2-3114

山口県廃棄物・リサイクル対策課　☎083-933-2992

町では、家庭用生ごみ処理機を購入する際の助成事
業を実施しております。

家庭用生ごみ処理機の購入補助実施中

コンポスト　　  2,000 円
機械式処理機　20,000 円（上限額）

予算に限りがあるため、購入前にお問い合わせください。
健康福祉課　☎2-3113
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絵：池田 幸枝

絵および俳句は
町民センターで
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は
ぎ
さ
ん　
　

  

し
お　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

さ
ん
ま

つ
る　

    　

                

う
ら
な　

           

に
こ　

         

り
ょ
う
わ
き

    

あ
き
ば
し
ょ　

           

と
り
く
み  

た
の　

          

み
ご
た

 

か
ん
し
ゃ　

             

こ
と
ば　
　

                        

あ
き

  

め
い
げ
つ　

           

ぼ
ん
さ
い      

て　

                      

に
ひ
ゃ
く
ね
ん

　
　

ほ
う
じ
ょ
う　
　
　
　
　
　

さ
と　

     

い
し
ぶ
み 

い
ね   

み
の

 

つ
え
い
っ
ぽ　
　
　
　
　

                                      

は
な
の     

ゆ

 

や
ま
す
そ　
　
　

                              

よ
り
ょ
く   

だ
い
こ
ん   

ま

し
ょ
う
じ  

あ
な  

の
こ　

                

こ
ら　

          

き
ゅ
う
か   

あ

                              　

む　
　

        

ま　

    

な
か　

             　

ふ

つ
ま　

       

こ　

         

は
な
の         　

に
し　

    

か
ぜ　

        

ふ

か
ら　

          

な
す        

し
し
ょ
う　

        

と
も　

       

お
な　

      

ど
し

ひ
と　

     

あ
い   

う　

                 

は
な
の　

        

に
ぎ

   

ふ
た
り　

                 

あ
め    

ふ　

        

よ
る　

       

き
く　

       

さ
け

い
ね    

か　

         

あ
さ   

い
ち
に
ん
ま
え　

         

じ
ゅ
ん
び　

         

こ

 

ま
ど 

あ　

                

は
な
の　

      

か
ぜ　

      

い

  　

あ
お
き
た　
　

          　

ろ
く
と
う　
　
　

   

う
み  

な
み   

と
が

萩
産
の
塩
を
ひ
と
ふ
り
秋
刀
魚
か
な

蔓
た
ぐ
り
末
成
り
二
個
を
両
脇
に

秋
場
所
の
取
組
悦
し
見
応
え
も

感
謝
す
る
言
葉
の
ふ
え
て
秋
う
ら
ら

名
月
や
盆
栽
照
ら
す
二
百
年

「
豊
穣
」
は
郷
の
碑
稲
稔
る

杖
一
歩
ゆ
る
り
し
ん
が
り
花
野
行
く

山
裾
で
ま
だ
あ
る
余
力
大
根
蒔
く

障
子
穴
残
し
て
子
等
は
休
暇
明
け

と
ん
ぼ
う
の
群
れ
の
真
ん
中
ペ
ダ
ル
踏
む

夫
と
子
の
花
野
の
西
へ
風
が
吹
く

辛
し
茄
子
師
匠
は
友
よ
同
い
年

人
の
愛
受
け
し
花
野
の
賑
や
か
さ

二
人
し
て
雨
降
る
夜
に
菊
の
酒

稲
刈
る
朝
一
人
前
に
準
備
の
子

窓
開
け
て
花
野
の
風
を
入
れ
て
お
り

青
北
風
や
六
島
の
海
波
突
る

佐
々
岡 

美
保
子

原　
　

清
穂

柳
井　

惠
子

林　
　

弘
子

小
田
　

衛

大
倉　

淑
子

梅
地　

眞
代

池
田　

幸
枝

木
村　

信
惠

出
羽 

法
泉
子

水
津　

紅
魚

能
野　

泰
枝

小
野 

あ
け
美

河
原　

一
博

桂　
　

結
佳

青
木　

正
憲

角
　　
　

二
郎 (

中
村

)

(

宇
生
賀
中
央)

(

宇
田
中
央)

(

浜
の
一)

(

宇
久

)

(

宇
生
賀
中
央)

(

東
方

)

(

大
里

)

(

久
瀬
原)

(

浜
の
一)

(

東
方

)

(

釡
屋

)

(

寺
東

)

(

上
郷

)

(

東
方

)

(

東
方

)

(

奈
古

)

  

さ
さ
お
か 

  

み
ほ
こ

 

は
ら　
　
　

  
   

せ
い
す
い

  
 

や
な
い　
　
　

 

け
い
こ

 

は
や
し　
　
　

 
    

ひ
ろ
こ

　

  

お  

だ　
　
　

     

ま
も
る

  

お
お
く
ら　
　

 
 

よ
し
こ

　

う
め
じ　
　

   
 

ま
さ
よ

 
  

い
け
だ　
　
　

  

さ
ち
え

  
 

き
む
ら　
　
　

  

の
ぶ
え

  

い
ず
わ　

  

ほ
う
せ
ん
し  

　

す
い
づ　
　

  

こ
う
ぎ
ょ

　

の
う
の　
　
　

  

や
す
え

   

お
の　

   　

あ
け
み

 

か
わ
は
ら　
　

 

か
ず
ひ
ろ

か
つ
ら　
　
　

  

ゆ
い
か

  

あ
お
き　
　

  

ま
さ
の
り

 

か
ど　
　
　
　

 

じ
ろ
う

  

定
年
で 

や
っ
と
分
か
っ
た 

妻
の
苦
労

夜間・休日の当番医について
～急な病気やけがで診療が必要な時にご利用ください～　

救急医療は急を要する患者さんのためのものです。
症状が緊急性ではない比較的軽症な場合は、夜間や
休日ではなく、通常の外来での受診をお願いします。
また、発熱の症状で受診される場合は、必ず事前に
医療機関に電話してください。

平日の夜間・土曜日の当番医（電話やホームページで確認ができます）

日曜・祝日・年末年始の当番医

萩駅

萩市民体育館

萩市民病院

ＪＲ山陰本線

26264

萩市休日急患診療センター 「重症か軽症か」、「急ぎかそうでないか」
など判断することが難しいときは･･･
萩・阿武健康ダイヤル 24
☎ 0120-506-322

（24時間 365 日・通話料無料）

※受付は 21:30まで
【問い合わせ先】萩・阿武健康ダイヤル（☎ 0120-506-322）
【診療時間】

【医療機関】萩市休日急患診療センター（☎ 0838-26-1397）
【診療時間】

健康福祉課
☎2-3113

〈地図〉

発熱・頭をぶつけた・嘔吐・けいれんなど、
お子さんの急病のときは…
こども医療でんわ相談
『＃8000』 

または
☎ 083-921-2755
（19:00 ～翌朝 8:00）

意識がない、激しい痛み、多量の出血など、
明らかに重症と思われる場合は、迷わず『119』へ連絡を！

※いずれも受付は 30 分前まで

萩市医師会（当番医）
の確認はこちら

※受診する前に事前に電話をしてください

平　日：18:00 ～ 22:00
土曜日：12:00 ～ 22:00

内科・外科：9:00～12:00/13:00～16:00/17:00～22:00
歯科　　　：9:00～12:00/13:00～15:00

阿
武
町
俳
句
協
会
　
次
回
句
会
の
ご
案
内

　

と
　
き  
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和
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年
10
月
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日(
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午
前
９
時
半
よ
り

　

と
こ
ろ  

町
民
セ
ン
タ
ー   

投
句
内
容  

当
季
雑
詠
３
句
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13
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23
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曜
日
月

火

水

木

土

月

水

木
金

日

月

火

木

金

土

日
水
木

土

日

行事予定
福賀大農業まつり（9:00）【福賀中学校跡地】
宇田郷ふれあい祭り【ふれあいセンター】
福賀ことぶき会にこにこ百歳体操（9:00）【のうそんセンター】
食改運営委員会（9:30）【役場小会議室】
歯科検診（9:30）【みどり保育園】
焼き芋大会（9:00）【みどり保育園】
ひよこクラブ（9:45）【ほっとハウスみどり】
阿武町老人クラブ連合会グラウンドゴルフ大会（14:00）【福賀グラウンドゴルフ場】
福賀月例グラウンドゴルフ大会（13:30）【福賀GG場】
健康教室さくら会（9:00）【町民センター】
福賀ことぶき会にこにこ百歳体操（9:00）【のうそんセンター】
防火パレード（9:30）【各地区】
みどり保育園秋の遠足  
阿武町民生委員児童委員協議会定例会（9:00）【役場会議室】
ひよこクラブ（9:45）【町民センター】
身体測定（11:00）【みどり保育園】
奈古文化展（9:00）【町民センター】
奈古地区ふるさと祭り（あぶらぶ祭）（9:00）【阿武小中グラウンド他】
阿武町オレンジデー（9:30）【体育センター】
心配ごと・登記相談（9:00）【ふれあいセンター】
職員研修（衛生講話）（18:00）【町民センター】
福賀ことぶき会にこにこ百歳体操（9:00）【のうそんセンター】
誕生会（11:00）【みどり保育園】
福賀ことぶき会移動教室（8:00）【広島方面】
ひよこクラブ（9:45）【母子センター】
福賀いきいきキッチン（9:30）【のうそんセンター】
集団健診（奈古）（8:30）【町民センター】
情報発信セミナー（18:00）【ABUキャンプフィールド】
町制施行70周年記念事業阿武町魅力再発見ツアー（宇田郷地区）（9:00）【阿武町内（宇田郷地区）】
森里海の市（10:00）【道の駅阿武町】
避難訓練・交通安全指導（11:00）【みどり保育園】
ひよこクラブ（9:45）【ほっとハウスみどり】
阿武町職員採用試験（一次試験）（9:00）【役場大会議室】
「人権」を考える集い推進大会（13:10）【町民センター文化ホール】
鳴き砂清掃ボランティア（9:00）【清ヶ浜海水浴場】

阿武町の人口と世帯数

（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

1,988

455

429

2,872

( 0 ）

(１ )

(－2）

( -1)

962

245

238

1,445

( 0 )

( 0 )

( 0 )

( 0 )

10

7

０

4

転入

転出

出生

死亡

（9月末）

（　）内数字は前年件数

区　分
負傷者死者

人　身　事　故
件数

9月の交通事故

1
（0）
0

（０）
1

（０）

8
（1）

1
（０）

7
（3）

4
（5）

83
（86）

萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

物損
事故

阿武建設 株式会社

有限会社 吉岡土建

社会福祉法人 阿武福祉会
日本テクノ株式会社

ニッタイコンクリート
工業株式会社

阿武町役場

土木作業員
土木作業員
林業作業員
介護職員（介護福祉士）
電気主任技術者
生コン車運転手
生コンクリート関係の営業
生コンクリートの試験（技術部）
児童クラブ支援員
（会計年度任用職員）

212,000円
210,000円～
210,000円～
209,000円～
299,300円～
180,000円～
180,000円～
180,000円～

時給1,195円

ツルハグループ
（ウオンツ）

有限会社 鹿野ファーム
シルバーサポート
ジャパン

小田産業 株式会社

販売
店舗運営スタッフ（リージョナル社員）
店舗運営スタッフ（限定正社員）
店舗運営スタッフ（総合職）
販売
養豚飼育管理員（阿武農場）
福祉理容師・福祉美容師
福祉理容師
土木施工管理技術者
建設・土木作業員
総務事務員

183,920円
200,000円～
180,000円～
210,000円～
時給1,040円～
190,000円～
180,000円～
時給1,300円～
240,000円～
190,000円～
170,000円～

 萩健康福祉センター ☎ 0838-25-2667

日

5

12
13
18
26
27

曜

水

水
木
火
水
木

時間
13:00～

13:30～

14:00～
13:30～
13:30～
13:00～
13:00～
13:30～

行事予定
風しん抗体検査
HTLV-１抗体検査
C型・B型肝炎ウイルス検査
エイズ即日検査
骨髄ドナー登録会
くるみの会（ひきこもり家族会）
心の健康相談（精神科医）
お酒に関する困りごと相談
暮らしと心身の総合相談会

山口県 萩健康福祉センター
 11 月の行事予定

薬と健康の週間薬と健康の週間

萩健康福祉センター ☎0838-25-2666

～薬を安全に使うために～
❶ かかりつけ薬局をもちましょう
❷ 服薬時間、用法、容量を正しく守りましょう
❸ 飲んでいる薬について正しく理解しましょう

10月17日
～23日

10月17日
～23日

使用者も、労働者も
必ず確認、最低賃金！山口県最低賃金 64円 引き上げ 1時間 1,043円～

発効日：令和７年10月16日
パート、アルバイトなどを含め、すべての労働者に
最低賃金以上の賃金が支払われなければなりません。 厚生労働省 山口労働局 賃金室  ☎083-995-0372

萩広域シルバー人材センター阿武出張所 ☎2-2803

シルバー人材センター　会員募集中！！
〝あなたの知識や経験を活かして一緒に働きませんか〞

叱
る
父　

母
か
ら
聞
い
た
優
し
い
父　

そ
の
差
が
父
の
不
器
用
な
愛

●ハローワーク萩　☎0838-22-071410月分 町内の求人情報 （10月9日現在） 

※

決
定
済
み
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
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作品は道の駅温泉棟１階に展示中

◆ 
あ
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楽
部  

★
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真
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大
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迎
！ 
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た
の「
ス
マ
ホ
写
真
」を
待
っ
て
い
ま
す
★  

◆ 

事
務
局  

☎
２‐

３
１
１
１ 

「フレイル予防のためのおすすめレシピ！」より

ふわふわチキンナゲット

［作り方］
① 鶏むね肉はフードプロセッサーで粗挽きにするか
　 包丁でたたいて細かくする。
② 豆腐は水切りしておく。
③ ベビーチーズは3ミリ角くらいに切る。
④ 枝豆は皮をむいておく。
⑤ ボウルに材料を全部入れ、よく混ぜる。
⑥ 揚げ油を熱し、スプーンで一口大に丸めて揚げる。
⑦ ミニトマトやレタスなどと一緒に盛り付けする。

小田 紀美（宇久）

［材料２人分］
鶏むね肉････････････････200ｇ
木綿豆腐･･････････････・1/2丁
チューブにんにく･･･・･小さじ1/2
塩･･････････････・・・･小さじ1/2
鶏ガラスープ･････････小さじ1/2
マヨネーズ･････････････大さじ2
片栗粉････････････････大さじ2
ベビーチーズ・・･･･・･･････・･４個
枝豆･･・････････････････・･適量
揚げ油･･・・・････・・・・・･･・・･適量
ミニトマト・レタスなど･･・・・･適量

「フレイル」とは、健康と
要介護の間の“虚弱の
状態”のことをいいます。
食事は“低栄養”を予防
することが大切です！

「宇田漁港のセリ場に流れ込む高潮」清水 教昭（宇田浦）
●「天災は忘れた頃にやってくる」を最初に唱えた寺田
寅彦の警句。令和２年９月２日から３日にかけて、台風９
号が対馬海峡を北上しました。台風の右側は風雨が激
しく、阿武町の漁港に高潮が押し寄せ、宇田漁港のセリ
場にも、高潮が津波のように流れ込んだ瞬間です。

しみず のりあき

おだ　のりみ

菅
原
神
社 

秋
祭
り
に
向
け
て

９
月
28
日 

福
田
八
幡
宮
秋
季
例
祭

う
さ
が
わ
　    

ひ
ろ
き

「
し
め
縄
の
掛
け
替
え
」　
宇
佐
川 

大
貴 （
岡
田
橋
）

●
菅
原
神
社
の
し
め
縄
掛
け
替
え
の
様
子
の
一
枚
。秋

季
例
大
祭
に
向
け
て
、毎
年
東
方
と
市
が
交
代
で
掛
け

替
え
、今
年
は
東
方
の
年
。多
く
の
方
の
協
力
で
大
き

な
し
め
縄
を
作
っ
て
掛
け
る
様
子
は
圧
巻
で
し
た
。

大迫力の「大蛇」

奈古の「鶴ヶ嶺八幡宮秋季例祭」
でも神楽舞を奉納しました

写真提供：伊藤 功 さん
いとう　 こう

私 の 一 品

今月の一品

福賀神楽保存会による神楽舞も披露

福賀神楽保存会が結成されておよそ 10 年が経ちますが、初の
舞台はこの福田八幡宮だったと思うと、この場所が特別だと感
じます。始めた頃に比べて演目や衣装も増え、活動範囲も広が
り、この度 10 月 25 日に東京で公演させていただくことにな
りました。地元に恩返しができるよう、地元も大切にしながら、
一生懸命活動していきますので、今後とも応援をよろしくお願
いいたします。 

福賀神楽保存会　山本  秀征 さん

「四神（よじん）」「四神（よじん）」「恵美須大国」「恵美須大国」

やまもと ひでゆき

福賀ふるさと夢太鼓
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